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こ
と
し
も
「
日
野
市
平
和
事
業

市
民
会
議
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
提

言
を
い
た
だ
き
、
平
和
事
業
を
さ

計

世帯 麟璽醤翌躙 65,890 
※世帯数は外国人世帯を除く

長賢午ゆ
男治後ず大
゜さ 5る村
三ん時゜悠
沢 ‘46平弦
884母分成<
番•生 5 ん
地光ま年＾
の子れ 6お
1さ゜月お
-□ん父 lむ
の・日ら

ら
に
推
進
し
て
い
こ
う
と
い
う
も

の
で
、
日
野
市
が
世
界
の
恒
久
平

和
を
願
い
、
平
和
が
市
民
生
活
の

基
本
で
あ
る
と
の
理
念
か
ら
「
日

野
市
核
兵
器
廃
絶
•
平
和
都
市
宣

言
」
（
昭
和
57年
10月
8
日
）
を
行

い
、
そ
し
て
「
日
野
市
平
和
事
業

基
金
条
例
」
（
昭
和
63年
4
月
1
日

制
定
・
基
金

1
億
円
）
を
制
定
し
、

平
和
事
業
を
展
開
し
て
い
こ
う
と

い
う
施
策
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
の
な
い
ま
ま
、
オ
レ

ン
ジ
ボ
ッ
ク
ス
の
周
辺
に
不
法
に

捨
て
ら
れ
て
い
る
粗
大
コ
ミ
は
、

る
も
の
で
す
。

平
和
事
業
を
継
続
し
、
さ
ら
に

活
力
の
あ
る
も
の
と
し
て
発
展
さ

せ
て
い
く
た
め
、
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

▽
日
時
1
1
7
月
16日
午
前
10時
ー

正
午
▽
対
象
1
1
市
民
の
方
ど
な
た
で
も

▽
申
込
み
1
1
7
月
5
日
ま
で
に
電

話
か
ハ
ガ
キ
で
、
日
野
市
役
所
総

塔言宣口禾平の前所役市▲
 

7
月
1
6
日
に
市
役
所
で
開
催

日
野
市
平
和
事
業
市
民
会
議

▲ゴミ出しは、ルールを守って

粗
大
ゴ
ミ
、
再
利
用
可
能
な
も

の
は
次
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マナーよく

環
境
の
悪
化
を
招
き
、
周
辺
の
市

民
の
方
か
ら
苦
情
も
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。公
衆
衛
生
の
上
か
ら
も
、

ぜ
ひ
出
し
方
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
せ
ん
定
し
た
樹
木
は
、

収
集
車
の
故
障
の
原
因
に
な
る
こ

と
が
あ
る
た
め
、
収
集
作
業
の
際

に
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
樹
木
を
取
り
出

し
、
置
い
て
い
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。
枝
葉
は
こ
く
小
さ
な
も
の
以

外
は
、
粗
大
コ
ミ
と
し
て
収
集
の

依
頼
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ゴ
ミ
出
し
の
ル
ー
ル
を
守
る
こ

と
は
、
人
々
が
快
適
に
暮
ら
す
た

め
の
必
要
条
件
で
す
。

分
類
、
時
間
を
守
っ
て
、
正
し

く
ゴ
ミ
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

粗
大
ゴ
ミ
収
集
等
の

申
し
込
み
は
||

日
野
市
で
は
毎
年
11月
3
日
の

市
制
施
行
記
念
日
に
、
日
野
市
表

彰
条
例
に
よ
る
市
民
功
労
者
の
表

彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
多
年
に
わ
た
り
地
域

社
会
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
き
た

方
や
地
域
の
生
活
安
定
・
環
境
保

全
・
教
育
振
興
・
文
化
や
福
祉
の

向
上
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
方
、
産

業
や
科
学
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
て

「
新
・
日
野
の
動
物
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
」
（
写
真
）
を
販
売
中
で
す
。

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
市

内
に
生
息
す
る
動
物
を
林
、
水

辺
、街
の
中
な
ど
の
生
息
地
別
に

編
集
し
、
カ
ラ
ー
写
真
で
紹
介

し
た
も
の
。
昭
和
54年
発
刊
の

「
日
野
の
動
物
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

と
昭
和
57年
発
刊
の

「
日
野
の

昆
虫
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
の
改
町

＠
粗
大
ゴ
ミ
…
間
日
野
環
境
保
全

(6
8
1
.
4
3
3
l
)
※
「
粗
大

ゴ
ミ
連
絡
済
み
」
等
の
張
り
紙
を

し
、
予
約
し
た
収
集
日
に
家
の
外

ヘ＠再
利
用
可
能
品
…
リ
サ
イ
ク
ル

事
務
所

(
6
8
1
.
5
9
6
0
)

き
た
方
、
他
の
模
範
と
な
る
善
行

の
あ
っ
た
方
を
「
市
民
の
功
労
者
」

と
し
て
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
の
周
り
に
、
市
民
功
労

者
と
し
て
表
彰
す
る
に
ふ
さ
わ
し

い
方
（
表
彰
侯
補
者
）

が
お
ら
れ

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
推

煎
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
推
薦
に
当
た
っ
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
在
職
年
数
な

ッ
ク
ス
ヘ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

版
と
し
て
、
最
新
デ
ー
タ
を
碁

に
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

-

図
鑑
と
は
違
っ
た
親
し
み
や

す
い
解
説
が
付
き
、
ど
な
た
で

も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
内
容

で
、
自
然
観
察
や
野
外
活
動
の

資
料
と
し
て
も
最
適
で
す
。

▽
販
売
場
所
1
1
市
政
図
書
室
、

ふ
る
さ
と
博
物
館

▽
規
格

I
I
A
5版、

243ペ
ー
ジ

八
有
害
ゴ
ミ
＞

蛍
光
管
、乾
電
池
、
体
温
計
は
、

市
内
の
「
回
収
協
力
店
」
の
表
示
の

あ
る
電
気
店
か
ス
ー
パ
ー
、
ま
た

は
地
区
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
設
置
の

回
収
容
器
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

八
資
源
物
＞

最
近
、
粗
大
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄

が
目
立
ち
ま
す
。
不
法
投
棄
さ
れ

た
粗
大
ゴ
ミ
は
収
集
し
ま
せ
ん
の

で
、
ゴ
ミ
の
出
し
方
に
つ
い
て
は

必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

い
旦
五
□‘
ス
ロ
コ
ミ
の
分
別
収
集
に

[□

｀

臼

戸

鱈

ご

協

力

く

だ

さ

い

託

い

信

[
J
V

闘
[

れ

ま

す

。

こ

れ

ら

の

ゴ

ミ

は

、

申

ず

な

ど

燃

や

す

ゴ

ミ

は

、

全

市

を

の

土

曜

日

は

休

止

）

。

ゴ

ミ

は

収

集

所

定

の

所

に

出

し

て

く

だ

さ

い

。

2
分
し
週

3
回
収
集
し
て
い
ま
す
。
日
の
朝
に
グ
リ
ー
ン
ボ
ッ
ク
ス
＠
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
・
・
浅
川
以

八
燃
や
す
ゴ
ミ
＞

し
込
み
を
受
け
て
か
ら
、
戸
別
に

収
集
し
ま
す
の
で
必
ず
申
し
込
み
台
所
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ
や
紙
く
（
毎
月
第

2

金
曜
日
と
そ
の
翌
日
へ。

袋
収
集
の
地
域
で
は
、
所
定
北
地
域
は
第
1
•

第
3

、
以
南
地

の
集
積
場
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。
域
は
第
2
•

第
4

金
曜
日
に
回
収

主
ー――-＝=＝＝＝＝＝-＝＝＝-＝＝＝-＝＝＝＝＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝=＝＝＝＝＝-＝＝＝＝-=＝＝＝-==＝＝＝＝＝-==-=＝＝＝=＝＝＝-＝＝＝＝＝＝=＝＝＝＝=-=＝＝＝＝＝=＝＝＝-＝＝＝-＝＝＝＝＝=＝＝＝＝-=＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝＝=＝＝＝=＝=＝＝＝-＝＝-=＝-=＝=l=-==＝＝=＝＝＝＝＝＝＝＝-==l-―――

務
部
庶
務
課
庶
務
係
(
〒
191日
野

＠

空

き

缶

回

収

容

器

…

小

・

中

学

校

校
門
前
に
設
置
。
浅
川
以
北
地
域

八
燃
や
さ
な
い
ゴ
ミ
＞

市
神
明
l
の
12の
1
)
へ
※
ハ
ガ

キ
の
場合
は
「
平
和事
業
市
民
会
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
、
革
・
ゴ
は
第
1
•

第
3

、
以
南
地
域
は
第

〗4
3
2
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ど
の
基
準
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

-
8
野
市
表
彰
式
一

畠
箇
滉
菰
脩
口
径
丘
口
B
9日
7

を
〗
汀
ま
て

▽
受
付
場
所
1
1
表
彰
区
分
ご
と
の

市
役
所
の
担
当
課
ま
た
は
市
役
所

4
階
総
務
部
庶
務
課

▽
提
出
書
類
1
1
推
隅
書
（
詣
定
用

紙
が
総
務
部
庶
務
課
に
あ
り
ま

す）▽
表
彰
者
の
決
定
1
1

「
日
野
市
表

彰
審
査
会
」
で
審
査
の
う
え
決
定

▽
問
合
せ
先
1
1
総
務
部
庶
務
課
6

内
線

432

市
内
に
設
薦
し
た
ゴ
ミ
ボ
ッ
ク

ス
は
、
華
本
的
に
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
ゴ
ミ
を
収
集
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
「
リ
サ
イ
ク
ル
条
例
第

29条
」
で
は
「
事
業
者
は
、
事
業
系

廃
棄
物
を
…
自
ら
運
搬
し
、
…
ま

た
は
処
分
を
業
と
し
て
行
う
こ
と

の
で
き
る
者
に
運
搬
さ
せ
、
若
し

く
は
処
分
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
」
と
し
て
い
ま
す
。
事
業
者
は
、

自
ら
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
搬
入

す
る
な
ど
、
自
己
処
理
す
る
こ
と

を
基
本
に
こ
協
力
く
だ
さ
い
。

今
号
の
主
な
内
容

2面・・・国民年金のお知らせ
3面…保健・医療

4 面 •5 面・・・'94 日野市憲法記念日行

事の記録

6面…日野市 「海の家」
7面…ひの歴史歳時記、
8面…みんなのメモ帳

事業

自然観察会

八
事
業
所
か
ら
の
ゴ
ミ
＞

2
•

第
4

金
曜
日
に
回
収

⑥
空
き
び
ん
回
収
容
器
・
・
・
回
収
用

ド
ラ
ム
缶
に
、
び
ん
を
色
分
け
し

て
出
し
て
く
だ
さ
い

▽
販
売
価
格
1
1
千
200円

▽
問
合
せ
先
1
1
公
園
緑
政
課
6

内
線

361

新
・
日
野
の
動
物
ガ
イ
ド
プ
ッ
ク

市
政
図
書
室
と
ふ
る
さ
と
博
物
館
で
販
売

＿広報ひのは、古紙を利用した再生紙を使用していま す
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門
一
凌—
画一

国
民
年
金
加
入
者
が
、
次
に
該

当
し
た
と
き
は
、
市
役
所
2
階

保

一

耳

5
-

険
年
金
課
、
七
生
・
多
摩
平
両
支
一
区
l

所
の
い
ず
れ
か
に
届
け
出
く
だ
さ
一
地

—-= 

加

入

手

続

き

を

①

会

社

な

ど

に

就

職

し

、

厚

生

年

一

口

金

や

共

済

組

合

に

加

入

し

た

と

き

ー

日
本
に
住
所
の
あ
る
20歳
以
上

②
配
偶
者
が
勤
務
先
で
加
入
し
て
こ
れ
ら
の
届
け
出
を
忘
れ
る

60歳
未

満

の

方

は

、

必

ず

国

民

年

い

る

健

康

保

険

の

被

扶

養
者
に
な
と
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

金

に

加

入

す

る

こ

と

に

な

っ

て

い

っ

た

と

き

こ

と

が

あ

り

ま

す

の

で

こ

注

意

ま
す
。
ま
だ
加
入
手
続
き
を
し
て

③
配
偶
者
が
勤
務
先
で
加
入
し
て
を
。
用
紙
は
保
険
年
金
課
、
七
生

い
な
い
方
は
、
至
急
、
市
役
所
2

い
る
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
か
ら
・
多
摩
平
両
支
所
に
あ
り
ま
す
。

階

保

険

年

金

課

、

七

生

・

多

摩

平

は

ず

れ

た

と

き

年

金

手

帳

と

印

鑑

の

持

参

を

。

両
支
所
の
窓
口
で
加
入
手
続
き
を

④
配
偶
者
が
勤
務
先
で
加
入
し
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

し

て

く

だ

さ

い

。

い

る

年

金

制

度

が

変

わ

っ

た

と

き

以

上

、

詳

し

く

は

保

険

年

金

課

た
だ
し
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
国
民
年
金
の
保
険
料
は
毎
月
納
※
②
④
の
届
け
出
は
所
定
の
用
紙

(
6
内
線
147)
へ
お
問
い
合
わ
せ

合
に
加
入
す
る
方
は
、
個
人
で
手
付
で
す
。
必
ず
決
め
ら
れ
た
期
日
に
配
偶
者
の
勤
務
先
で
証
明
を
受
く
だ
さ
い
。

続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま

す

と

、

将

来

年

金

を

受

け

ら

れ

な

『

多

摩

交

流

セ

ン

タ

ー

』

が

オ

ー

プ

ン

60
歳

以

上

の

方

も

口

：

く

な

る

場

合

が

あ

り

ま

す

。

国
民
年
金
に
は
、

60歳
以
上
65

な
お
、
保
険
料
の
納
付
に
は
、

T
A
M
Aら
い
ふ
21事
業
（
多

歳
未
満
の
方
が
希
望
し
て
加
入
で
納
め
忘
れ
の
な
い
「
口
座
振
替
」
摩
東
京
移
管
百
問
年
記
念
事
業
）
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I

送
に
な
っ
て
か
ら
老
人
福
祉
課
か
、

700
円
を
一
部
負
担
金
と
し
て
支
払
か
ら
2
カ
月
は
1
日
300円
の
一
部

⑱
医
療
証
を
コ
〗
〖
汀
平
両
支
所
へ
お
返
し
戸

0た
た
く
こ
と
に
な
っ
て
い
汀
彗

T
h
o

そ
れ
以
降

ま
た
、
今
ま
で
⑱
医
療
証
を
受
次
の
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
認
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
•
•

中

け
て
い
た
方
で
、
平
成
5
年
中
の
定
さ
れ
ま
す
と
、
こ
の

一

部

負

担

以
上
、
詳
し
く
は
老
人
福
祉
課

所
得
が
、
医
療
証
所
得
制
陵
基
準
金
が
減
額
に
な
り
ま
す
。
該
当
さ

(
C
内
線
234)
へ
お
問
い
合
わ
せ

更
新
し
ま
す
紐

東
京
都
で
は
、

65歳
か
ら
69歳
し
引
い
た
額
で
す
。
額
を
超
え
る
な
ど
の
理
由
で
医
療
れ
る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
く
だ
さ
い
。

ま
で
の
一
定
の
所
得
制
限
額
以
下
〶
⑱
医
療
証
を
受
け
て
い
る
方
へ
証
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
方
に

0
特
定
疾
病
に
係
る
入
院
時
一
部

な
ど
の
条
件
を
満
た
し
た
方
に
、

6
月
末
現
在
⑱
医
療
証
を
受
け
は
、
老
人
医
療
費
助
成
制
席
助
成
負
担
金

医
療
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
（
略
て
い
て
、

7
月
1
日
の
更
新
以
降
事
由
消
滅
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
▽
対
象
1
1
人
工
透
析
を
実
施
し
て

称
マ
ル
フ
ク
⑱
医
療
証
）
。
助
成
額
も
引
き
続
き
受
け
ら
れ
る
方
に
す
。
涌
滅
通
知
書
が
届
い
た
方
で
い
る
慢
性
腎
不
全
ま
た
は
血
友
病

は
、
健
康
保
険
で
認
め
ら
れ
た
医
は
、
新
し
い
医
療
証
を
今
月
中
に
入
院
や
通
院
中
の
方
は
、
疾
療
機
で
入
院
さ
れ
て
い
る
方

療
費
か
ら
一
部
負
担
金
（
入
院
外
郵
送
し
ま
す
。
今
月
末
ま
で
に
届
関
に
⑱
医
療
証
の
資
格
が
な
く
な
※
「
老
人
保
健
特
定
疾
病
療
養
受

…
各
月
最
初
の
診
療
日
に
千
円
／

か
な
い
方
は
こ
連
絡
く
だ
さ
い
。
っ
た
こ
と
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
療
証
」
の
交
付
を
受
け
ま
す
と
、

]

1
カ
月
の
一
部
負
担
金
は

1万円

の

て

が

限

度

と

な

り

ま

す

。

金

い

岱

低

所

得

者

に

係

る

入

院

時

一

部

a-
i
~

負
担
金

負

っ

▽
対
象
1
1
老
齢
福
祉
年
金
の
受
給

―― 

部
-

t

者
で
、
同
一
世
帯
の
主
た
る
生
計

醗

額

維

持

者

の

市

民

税

が

非

課

税

ま

た

入

減

は

免

除

さ

れ

て

い

る

方

一［▽内
容

1
1
申
請
に
よ
り
「
入
院
時

⑱
 

老
人
保
健
医
療
（
略
称
マ
ル
ロ
一
部
負
担
金
減
額
認
定
証
」
の
交

ウ
⑯
）
で
入
院
し
ま
す
と
、

1
日
付
を
受
け
ま
す
と
、
入
院
し
た
日

所得制限基準額表 年 金 額 等 覧

・ 251.3万円

296.3万円

331.3万円

366.3万円

401.3万円

436.3万円

▽
16日
1
1
教
育
委
晨
会
教
職
貴
研

究
室
（
潤
徳
小
空
き
教
室
）
の
開
室

式
に
挨
拶
（
あ
い
さ
つ
）
▽

18日

1
1
都
市
長
会
役
員
会
（
東
京
自
治

会
館
）
に
出
席
▽
20
日
1
1
全
国
市

長
会
関
東
支
部
総
会
（
群
馬
県
太

田
市
）
に
出
席
▽

23日
1
1
日
野
市

商
工
会
総
代
会
（
陽
光
会
館
）
に

挨
拶
、
東
京
都
市
町
村
職
員
共
済

組
合
役
貴
会
（
同
事
務
所
）
に
出

席
▽

24
日
1
1
三
鷹

・
立
川
問
立
体

化
複
々
線
促
進
協
議
会
総
会
（
立

川
市
）
に
出
席
、
消
防
署
出
張
所

の
成
果
を
引
き
継
ぎ
、
多
摩
地
域

32市
町
村
住
民
の
新
し
い
交
流
の

場
の
提
供
と
活
動
へ
の
支
援
と
し

て
、
「
多
摩
交
流
セ
ン
タ
ー
」
（
会

議
用

4
室
、
情
報
用

1
室
）
が
、

7
月
1
日
に
府
中
市
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先
1
1
多
摩
交
流
セ
ン
タ

ー
準
備
室
（
府
中
市
寿
町
1
の
5

の
1
府
中
市
再
開
発
ビ
ル
6
階
6

0
4
2
3
.
3
5
.
o
l
o
o
)
 

移
設
の
地
元
説
明
会
（
東
宮
下
地

区
セ
ン
タ
ー
）
に
出
席
▽

25
日
1
1

東
京
市
町
村
自
治
調
査
会
理
事
会

•
都
市
長
会
議
（
東
京
自
治
会
館
）

に
出
席
▽

26互
11日
野
自
動
車
グ

リ
ー
ン
フ
ァ
ン
理
事
会
（
同
社
）

に
出
席
、
日
野
市
福
祉
事
業
団
理

事
会
（
庁
内
会
議
室
）
を
主
宰
▽

27
日
1
1
日
野
か
し
の
木
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
認
証
式
に
祝
辞
▽

28
日

11市
長
相
談
日
（
市
民
ロ
ビ
ー
、

4
件
）
▽

29
日
1
1
環
境
緑
化
協
会

理
事
会
（
庁
内
会
議
室
）
に
挨
拶

▽
30
日
11献
血
推
進
協
議
会
（
庁

内
会
議
室
）
を
主
宰
、
日
野
社
会

教
育
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
（
同

747,300円

934, I 00円

747、300円

962、700円

215、400円

71,800円

386,400円

454,000円

382,400円

737,300円

921,600円

737,300円

949,800円

212、500円

70,800円

381,300円

447,900円

377,300円

国
民
年
金
の
年
金
額
が
、
完
全

自
動
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
に
よ
り
、

平
成
6
年
4
月
分

(
6月
支
払
分
、

老
齢
福
祉
年
金
は
8
月
支
払
分
）

か
ら
別
表
の
と
お
り
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

き
る
任
意
加
入
制
度
が
あ
り
ま

す
。保
険
料
の
納
め
忘
れ
や
年
金
制

度
に
加
入
し
て
い
な
い
期
問
が
あ

る
た
め
に
、
老
齢
埜
礎
年
金
が
満

額
に
な
ら
な
い
方
や
、
保
険
料
を

納
め
た
期
間
が
足
ら
ず
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
方
は
、
年

金
額
の
年
金
を
受
け
る
権
利
を
回

復
す
る
た
め
に
、
任
意
加
入
制
度

を
有
効
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
1160歳
に
達
し
た
日
以

降
に
、
年
金
手
帳
と
印
鑑
を
持
参

し
て
、
市
役
所
2
階
保
険
年
金
課

ヘ※支
所
で
の
受
け
付
け
は
あ
り
ま

せ
ん
。

が
便
利
で
す
。
ぜ
ひ
こ
利
用
く
だ

さ
い
。

南百庫園地区及び

多麻みなみが丘地区

平
成

6
年

6
月
ー
日

南
百
草
園
地
区
及
び
多
摩
み

な
み
が
丘
地
区
の
地
区
計
画
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
決
定

に
伴
い
、
当
該
地
区
で
の
建
築

物
の
建
築
や
士
地
区
画
形
質
の

変
更
の
際
に
は
市
へ
の
届
け
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
1
1
都
市
計
画
課
6

内
線
304

ー・・
1
.. 
I
 
.• 

1
 .. 
I
 .. 
I
 

が
け
崩
れ
に
よ
る
災
害
を
防
ご
ぅ

J

一

家

の

周

り

の

再

点

検

を

梅
雨
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
れ
防
止
な
ど
に
関
し
て
勧
告
や
改

し
た
。
こ
の
時
期
は
長
雨
や
集
中
善
命
令
を
受
け
て
い
る
方
を
対
象

豪
雨
で
地
盤
が
緩
み
、
が
け
や
よ
に
、
次
の
条
件
で
工
事
資
金
の
融

う
壁
な
ど
が
崩
れ
て
、
人
命
、
財
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。

産
に
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
こ
▽
融
資
額

11
最
高

740
万
円
ま
で

の
よ
う
な
災
害
は
、
集
中
豪
雨
な
（
工
事
費
用
の
90％
以
内
）

ど
に
対
す
る
対
策
が
不
十
分
で
あ
▽
金
利
11
年
4
.
3
%
（
平
成
6

る
こ
と
が
原
因
で
起
こ
る
も
の
で
年
4
月
22日
現
在
）

す

。

▽

返

済

期

間

1
1
1
0
年、

15年

日
こ
ろ
か
ら
家
の
周
り
を
確
か
▽
申
込
期
間

11随
時

め
、
危
な
い
石
積
み
や
土
留
め
を
補
▽
問
合
せ
先
11住
宅
金
融
公
庫
束

強
し
、
雨
水
排
水
を
よ
く
す
る
な
京
支
店
個
人
住
宅
課

(
6
0
3
.
5

ど
安
全
対
策
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

2
6
1
.
5
9
1
5
)

既
に
関
係
機
関
か
ら
注
意
を
受

け
て
い
る
方
は
、
必
ず
補
強
や
改

良
な
ど
を
行
っ
て
、
宅
地
の
保
全

措
置
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先
1
1
東
京
都
多
摩
西
部

建
築
掴
導
事
務
所
開
発
指
導
課

(
6
2
5
.
5
1
9
5
)
 

唖
防
災
工
事
の
融
資
制
度

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
が
け
崩

セ
ン
タ
ー
）
に
出
席
▽

31日
11南

多
摩
農
業
共
済
組
合
臨
時
議
会

（
八
王
子
市
）
に
出
席
、
市
民
会

館
文
化
事
業
協
会
理
事
会
（
庁
内

会
議
室
）
を
主
宰

魯
翡
池
易

5
月
29日
の
一
緑
の
牧
場
学
園

支
援
バ
ザ
ー
」
に
は
、
お
陰
様
で

多
数
の
皆
さ
ん
の
こ
支
援
、
ご
協

力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
こ
ざ

い
ま
し
た
。

多
額
の
収
益
金
を
頂
き
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
緑
の
牧
場
学
園
後
援
会
）

百
草
地
内

疇--→---.------．こ証めり

塁国塁蓋作遺
悶訂立成言
し契
た約 争

りなを
し1相契

‘ど避貸談約
会のけ人/`
社公るに編な
の正たよ ど
す務定塁の
る市を款
相民扱等

一

は公
悶含晨皇公正
無の務証
料公所な
証証

で証で
行事すの
ど役：書

そ翌゚ 盆雙
い関事

0,--...▽時！ ▽ま
4多問＾金相す
2摩合祝曜談の
3市せ日日受で
・落先を午付公
38合 II 除前日-利• 1多く 10時
8の摩-時 |I 用
6 7公 i毎＜
0の証 午週 だ
5 12役後月 さ
-／で場 し4曜 。ヽ

新
規
中
学
・
高
校
卒
業
予
定

者
を
募
集
採
用
す
る
場
合
は
、

次
の
よ
う
な
ル
ー
ル
が
あ
り
ま

す
の
で
、
公
正
な
求
人
活
動
を

お
願
い
し
ま
す
。

①
募
集
は
、
学
卒
用
求
人
票
を

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安

南
百
草
園
地
区
一
多
摩
み
な
み
が
丘
地
区

地

区

計

画

一

地

区

計

画

一
南
平
二
丁
目
地
内

L.--

ま
た
、
同
じ
く
引
揚
者
（
先

の
大
戦
後
に
国
内
以
外
の
地
域

か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
方
の
う

ち
、
昭
和
42年
法
律
第
旧
号
に

°
 

⇒
 

だ

よ

る

特

別

交

付

金

を

受

け

た

方
）
に
、
内
閣
総
理
大
臣
名
の

谷

＂ 〖
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

i

謂

現

在

、

ま

だ

未

請

求

の

方

は

ー

臨

請

求

し

て

く

だ

さ

い

。

※

請

求

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で
書
類
は
、
市
役
所
2
階
社
会
福

は
、
恩
給
欠
格
者
（
外
地
勤
務
の
祉
課
に
置
い
て
あ
り
ま
す

経
験
が
あ
り
、
加
算
を
含
め
た
▽
請
求
先
11平
和
祈
念
事
業
特

在
職
年
3
年
以
上
の
方
）
に
、
別
屋
金
業
務
第
1
課
(
〒
112文

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
・
銀
京
区
大
塚
5
の
3
の
13603.

杯
な
ど
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

3
9
4
5
.
4
7
0
4
)

百

草

園

駅

北

土
地
区
画
整
理
事
業
の
縦
覧

組
合
施
行
が
予
定
さ
れ
て
い
曜
・
日
曜
日
も
実
施
し
ま
す
）

る
日
野
市
百
草
園
駅
北
土
地
区
▽
縦
覧
場
所
1
1
市
役
所

3
階
区

画
整
理
事
業
の
事
業
計
画
を
、
画
整
理
第
1
課

次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま
す
。
▽
問
合
せ
先
11区
画
整
理
第
1

▽
縦
覧
日
時
11
6
月
16日
1
2
9
課
6
内
線
314

日
午
前
9
時
ー
午
後
4
時
（
土

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1
1
6月
18日
午
前
1
0
時

か
ら
▽
会
場
11市
役
所
5
階
505会
議

ヽ
圭
・ヽ`

．呈』、＞
．桑・
ヽ`
争
ヽ`
土＿＿
ー、
1
――_＿ー、
．吾ー、
――-
＿
＿ー、
1
号
、
圭
ヽ
｀
・ユー
ー
ー、
r
.-＿_
＿
ー、＞
争
てヽ
・――_
＿
ー、
与
ヽ`
・-三
ヽ`
幸ヽ
｀
争
ヽ`虫―
ー、T
．一葦
▲マ
吾
▲▽
羞・
▲マ羞―
ー、

室

• 
川

市
民
参
加
シ
リ
ー
ズ
「
市
民
広
聴
会
」
を
開
催

｀
 

▽
テ
ー
マ

11子
ど
も
の
権
利
条

約
に
つ
い
て

i

冒

子

ど

も

の

櫂

利

条

約

に

つ

い

て

• 
叫

市

政

へ

の

市

民

参

加

を

開

く

▽

申

込

み

1
1
6月
17日
（
土
曜

• 
叫
手
法
と
し
て
、
第
2
回

「

市

民

・

日

曜

日

を

除

く

）

ま

で

に

電
話
で
広
報
課
市
民
相
談
担
当

• 
庫
広
聴
会
」
を
行
い
ま
す
。
こ
意

• 
叫
見
•
こ
要
望
を
お
持
ち
の
方
、
（

6
8
5
.
2
0
0
0
)
へ

｀
 

新卒者の募集は

公正な

求人活動を

定
所
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

②
求
人
票
の
受
け
付
け
は
、

6

月
20日
か
ら
開
始
し
、

7
月
1

日
以
降
に
求
人
票
を
返
し
ま
す

▽
問
合
せ
先
1
1
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

八
王
子
専
門
援
助
第

2
部
門

(
6
0
4
2
6
・2
2
.
8
6
0
9
)

請求はお済みですか

, 1 
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(3) tq、1994年（平成6年）6月15日第849号

電話で聞ける市政情報月曜～土曜日 9 :00~20:00 
ff0120-042586 （無料）（

日曜日・祝日 9 : 00~ 17 : 00 
年末年始を除く ） 

日本脳炎個別予防接種・実施医療機関

93-166 

多摩平7-6-3

落川696-4

栄町l-3-9

日野台4-26-|6

南平8-10-27

南平3-20-32

旭が丘6-10-8

多摩平6-5-l

百草999百草団地医療センター

多摩平6-3l-4

神明4-24-1

日野本町4-2|-|2

多摩平1-8-3

多摩平3-11-2

平山6-5-13

多摩平6-32-14

多摩平6-36-|0

豊田4-34-4

多摩平4-9-1

豊田4-3|-1|

日野1077-33

多摩平6-1-1

日野602-2

高幡328森久保医療ピル
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ス

レ

リ

回

一

-
¥
＞
>
レ
一
9
"
 

4
"
 

シ者
即
害

翌4
 

;•仮
＞
＂7

障
~

•••••••••••.••.•••••••••••.•••••••••••• 
一
、
症
状
は
十
人
十
色

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
（
以
下

p
病）

患
者
の
介
護
で
一
番
困
る
こ
と
は

十
人
十
色
と
言
わ
れ
る
く
ら
い
患

者
の
症
状
が
違
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。
し
か
も
患
者
個
人
も
予
測
が

つ
か
な
い
く
ら
い
一
日
の
病
状
が

変
わ
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

p
病
は
神
経
の
命
令
を
伝
え
る

脳
の
中
の
物
質
、
代
表
と
し
て
ド

ー
パ
ミ
ン
、
が
極
端
に
減
っ
て
し

ま
う
（
原
因
不
明
）
た
め
に
運
動

神
経
が
混
乱
し
て
し
ま
い
、
手
足

の
動
き
が
不
自
由
に
な
る
病
気
な

の
で
す
。
し
か
し
脳
内
の
血
管
障

※案内書記載の佐々木ク リニ ックでは実施しませんのでこ・注意を

も
ち
ろ
ん
そ
れ
で
治
っ
た
訳
で
は

な
い
の
で
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
使
い

始
め
た
特
効
薬
、
エ
ル
ド
ー
パ
の

―
つ
を
含
む
薬
の
組
み
合
わ
せ
で

不
自
由
な
動
作
は
大
幅
に
解
消

し
、
退
院
し
ま
し
た
。

し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
、
今

あ
る
薬
物
療
法
は
完
全
に
直
す
の

で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
対
処
療
法

病
体
操
、
ま
た
は
、
運
動
で
す
。
足

が
上
が
ら
な
い
、
足
が
前
に
出
な

い
と
き
に
は
、
腕
を
良
く
振
っ
て
、

自
分
で
号
令
を
か
け
て
、
そ
の
場

で
足
踏
み
を
し
ま
す
。
自
分
で
こ

れ
が
で
き
な
く
な
る
と
、
重
心
を

前
に
隧
い
て
歩
き
ま
す
。
こ
れ
は
、

か
か
と
を
つ
け
な
い
で
歩
き
ま
す

か
ら
、
し
だ
い
に
小
走
り
に
な
り

〶
セ
ル
ジ
オ
・
メ
ン
テ
ス
＆
ブ

ラ
ジ
ル
的

情
熱
の
ブ
ラ
ジ
リ
ア
ン
・
サ

ウ
ン
ド
の
セ
ル
ジ
オ
・
メ
ン
デ

ス
＆
ブ
ラ
ジ
ル
如
が
、
グ
ラ
ミ

ー
賞
受
賞
ア
ル
バ
ム
「
ブ
ラ
ジ

レ
イ
ロ
」
を
携
え
て
、
久
々
の

来
日
公
演
で
す
。

▽
日
時
1111月
18日
午
後
7
時

▽
曲
目

11
マ
シ
ュ
・
ケ
・
ナ

ダ
、
フ
ー
ル
・
オ
ン
・
ザ
・
ヒ

ル
ほ
か

▽
入
場
料
I
I
S席
6
千
円
、

A

曇，

くちら整形外科（整・・外科）

日野台5-19-2 ff83-6515 

至日野
一

日野台

至豊田

須賀小児科（児科）

●幡328森久保医療ピルff93-7888

R潤徳小

7
月
の
歯
フ
ラ
シ
教
室
は
8
月

に
延
期
し
ま
す
。

（
健
康
課
）

0

席
5
千
円
、

B
席
4
千

円

円

※

発

売

中

i

▽
前
売
り
開
始
1
1
6月
18日
午
唖
納
涼
市
民
寄
席
「
柳
家
小
三

前
9
時
（
窓
口
優
先
販
売
）
治
独
演
会
」

0
 

〶
パ
イ
ヤ
ー
ル
室
内
管
弦
楽
団
▽
日
時
1
1
7

月
2
2日
午
後6
時

c
 

今
回
の
共
演
は
、
フ
ル
ー
ト

30分

▽
費
用
11無
料

0

図
注
意
1
1
0事
前
に
受
け
る
日
時

i

の
工
藤
重
典
、
ハ
ー
プ
の
吉
野
▽
ゲ
ス
ト
11
三
遊
亭
好
楽
（
笑

を
確
認
し
、
検
温
の
う
え
、
母
子

i

直
子
で
す
。
な
お
、
演
奏
会
終
点
・
レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
洞
者
）

手
帳
（
予
防
接
種
手
帳
）
と
印
鑑

i

了
後
、
ロ
ビ
ー
で
出
演
者
と
の
▽
入
場
料
11全
席
指
定
・

2
千

交
流
の
時
間
を
設
け
る
予
定
で
円
※
発
売
中

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

0

※
問
診
票
は
別
表
の
各
医
療
機
関i

す
。
お
楽
し
み
に
。
〶
地
人
会
・
朗
読
劇
「
こ
の
子

に

置

い

て

あ

り

ま

す

。

集

団

接

種

-

▽

日

時

1
1
6月
29
日
午
後
7
時
た
ち
の
夏
」

の
問
診
票
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

i

▽
曲
目
11
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
「
フ
▽
日
時
1
1
7月
31日
午
後
7
時

0
次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
接
種

i

ル
ー
ト
と
ハ
ー
プ
の
た
め
の
協
▽
出
演
11高
田
敏
江
・
山
口
果

を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
（
奏
曲

」
ほ
か
林
•
松
下
砂
稚
子
ほ
か

す
。
医
師
と
よ
く
相
談
し
て
く
だ

i

▽
入
場
料
I
I
S席
5
千
円
、

A

▽
入
場
料
11全
席
指
定
・
千
800

さ
い
①
発
熱
し
て
い
る
、
ま
た

i

席
4
千
500
円

※

発

売

中

円

※

発

売

中

は
著
し
い
栄
養
障
害
が
あ
る
②

i

唖
南
こ
う
せ
つ
コ
ン
サ
ー
ト
田
〶
共
催
事
業
「
常
田
富
士
男
と

心

臓

血

管

系

・

腎

臓

・

肝

臓

の

病

(

▽

日

時

I
i
7月
6
日
午
後
7
時
京
フ
イ
ル
の
音
楽
会
」

気
に
最
近
ま
た
は
現
在
か
か
っ
て

i

▽
曲
目
11神
田
川
、
夢
一
夜
ほ
▽
日
時
1
1
7月
8
日
午
後
6
時

ぃ
り
パ
汀
旦

i
商
ぷ
晰T
Q
@
v
入
場
料
1
1
全
席
指
定
．

5千
〖
〗
月
1
1
2
千S
o
o

円
（
当
日

ぎ

9

.ェ
-
_
．

9

き
・

9

.
-
-
＿
-．
ヽ

・
舌
ム
▼
き

・
｀
奎

・
ヽ

•
-i
-
―.
、

.-
『
9

き
・
｀

．―
―
―
t.
▲
▼
き

・
、

き
・
ム
r

-―
―·‘

·ュ
ア
o
:
-

―f.
｀
吉

・
ヽ
？
―

〒
•
9

．号

9

.吾
・
｀

き

9

.
=
-
―.
9

-
1I
-—
‘
9
:
き
.
、
き
、
き

・
｀

•-
ー
―
_

．ヽ

•-
I-1.9

.
-――-
9

.『9
・9

．き
・
｀

•＿=
-9

.――
ー―•̀

．吾
・`

•
＿
―
ー
―.9

告
・‘

.-
＿-i

す
る
ワ
ク
チ
ン
の
成
分
で
異
常
が

＂

あ
っ
た
か
そ
の
恐
れ
が
あ
る

④

風
等
）
の
予
防
接
種
後
1
週

間

を

よ

う

に

し

て

く

だ

さ

い

。

ら

接
種
前

1
年
以
内
に
け
い
れ
ん
経
過
し
て
い
な
い
⑦
は
し
か
、
上
八
皿
畑

““i～
予
J

旺
切
呻
g
甲
叩
蜘
5
｛王
i

▽
問
合
せ
先
11健
康
課
（
6
8
1
．
▽
対
象
11手
足
の
力
が
衰
え
た
り

（
ひ
き
つ
け
）
の
症
状
を
起
こ
し
風
し
ん
、
突
発
性
発
し
ん
、
水
ほ

4
1
1
1
)

や
せ
細
る
、
体
が
震
え
た
り
動
き

た
⑤
生
ワ
ク
チ
ン
（
ポ
リ
オ
、
う
そ
う
、
リ
ン
ゴ
病
、
手
足
口
病
、
歪
ヰ
望
者
は
直
接
会
場
へ
／
．
ー
・
＇
~
が
に
ぶ
い
方
な
ど

B
C
G、
は
し
か
、
風
し
ん
、
お
お
た
ふ
く
か
ぜ
等
の
伝
染
性
疾
患

▽
日
程
1
1
7月
1
日
1
2
0日

(
1

時
1
2時
50分
／
4
回
目
…
午
後
，
口
木
津
心
祈
4

乃
ク
▽
申
込
み
1
1
6月
20日
ま
で
に
電

た
ふ
く
か
ぜ
、
水
ほ
う
そ
う
等
）
に
か
か
り
、
治
っ
て
か
ら
1
カ
月
日
の
午
前
と
、
土
曜
・
日
曜
日
を

3
時
1
3時
50分
※
1
日

は

午

後

話

で

の

予

防

接

種

後

ー

カ

月

を

経

過

し

を

経

過

し

て

い

な

い

⑧

そ

の

ほ

除

く

）

の

2
回

の

み

お

L
ら
／
せ
◎
糖
尿
病
予
防
教
室

て
い
な
い

⑤
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
か
医
師
が
不
適
当
と
認
め
る
場
合
▽
時
間
1
1
1回
目
…
午
前
10時
ー
▽
会
場
11生
活

・

保

健

セ

ン

タ

ー

◎

腎

臓

病

講

演

会

▽

日

時

1
1
6月
礼
日
・
冷1
日、

7

（
三
種
混
合
、
二
種
混
合
、
日
本
▽
問
合
せ
先
11健
康
課

(
6
8
1
.
1
0時
50分
／
2
回
目
：
・
午
前
11時

3
階

・

視

聴

覚

室

▽

日

時

1
1
6月
24日
午
後
1
時
30
月
1
日・

5
日
※
時
間
は
問
い
合

脳
炎
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
破
傷

4

l

l

1

)

1

1

1

時
50分
／
3
回
目
…
午
後
2

▽
内
容
11
①

ビ

デ

オ

上

映

（

大

腸

分

か

ら

わ

せ

を

=＝―――-＝＝＝＝-＝＝-＝＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝＝＝＝＝＝＝＝-＝＝=＝＝＝＝＝＝＝＝＝-=-＝＝＝＝＝＝==＝＝＝＝=＝-＝＝＝=＝＝＝＝＝＝＝＝＝=―-＝-＝-＝-＝＝=＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝＝＝＝＝＝＝-＝＝＝＝＝=＝＝＝-＝＝＝=＝=＝＝＝＝＝＝
-nn-
＝
＝
-
=
＝
＝
＝
＝
＝
＝
-
＝
＝
＝
＝
＝
=
＝
＝
=
＝
=
-
＝
＝
-
＝
＝
=
＝
―
ー
が
ん
の
早
期
発
見
と
予
防
、
大
腸
▽
対
象
11慢
性
腎
炎
・
ネ
フ
ロ
ー
▽
定
員
1122人

害
に
よ
る
症
状
と
違
っ
て
非
常
に
で
あ
り
、
長
く
服
用
し
て
い
る
と
、
ま
す
。
最
後
は
危
険
な
前
方
突
進
本
人
は
そ
の
理
由
を
訴
え
る
こ
と
が
ん
予
防
の
食
事
）
②
保
健
婦
に
ゼ
・
腎
不
全
等
で
治
療
中
の
方
及
▽
費
用
1
1
2千
420円
（
検
査
料
）

ゆ
っ
く
り
症
状
が
進
行
し
て
く
る
不
随
意
運
動
な
ど
の
副
作
用
や
効
に
な
り
、
止
ま
ら
な
く
な
っ
て
転
も
で
き
な
く
な
り
、
失
敗
を
繰
り
よ
る
大
腸
が
ん
予
防
の
講
話
び
そ
の
家
族
以
上
▽
会
場
・
申
込
み
・
問
合

の
で
、
本
人
も
そ
れ
が
い
つ
か
ら
か
な
く
な
っ
て
く
る
な
ど
の
欠
陥
倒
し
、
骨
折
す
る
場
合
も
あ
り
ま
返
す
だ
け
と
な
り
ま
す
。
現
在
、
▽
対
象
1135歳
（
平
成
6
年
4
月
◎
神
経
系
難
病
検
診
と
療
養
相
談
せ
先
11日
野
保
健
所

(
6
9
1
.
1

始
ま
っ
た
か
分
か
ら
な
い
の
で
す
。
が
出
て
き
ま
す
。
す
。
こ
う
い
う
患
者
を
介
護
す
る
お
金
が
か
か
り
ま
す
が
介
護
用
品

1
日
現
在
）
以
上
の
市
民
※
希
望
▽
日
時
1
1
7月
15
日
午
後
1
時
か

1
5
1
)

二
、
薬
で
体
が
動
く
三
、
号
令
を
か
け
て
歩
く
に
は
腕
を
組
む
よ
り
も
、
少
し
離
が
か
な
り
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
の
者
は
所
定
の
日
時
に
直
接
会
場
へ

歩
け
な
く
な
っ
て
入
院
し
、
治
薬
を
飲
み
始
め
て
か
ら
十
二
、
れ
て
一
緒
に
歩
き
、
号
令
を
か
け
で
、
そ
う
い
っ
た
失
敗
に
対
し
て
▽
費
用
11無
料

療
薬
と
し
て
こ
く
普
通
の
薬
を
一
三
年
経
過
す
る
と
、
そ
ろ
そ
ろ
歩
て
や
り
ま
す
。
は
か
な
り
手
が
打
て
ま
す
。
ま
た
▽
注
意
11車
で
の
こ
来
所
は
こ
遠

粒
飲
み
ま
し
た
ら
、
も
う
自
分
で
行
に
対
し
て
薬
が
効
か
な
く
な
っ
四
、
失
敗
の
数
々
尿
失
禁
な
ど
に
効
く
薬
も
あ
る
よ
慮
く
だ
さ
い
。
当
日
、
1
.
2階
で

歩
い
て
ト
イ
レ
に
行
け
ま
し
た
。

て
き
ま
す
。
こ
れ
を
補
う
の
が

p

病
気
が
進
む
に
つ
れ
て
、
い
ろ
う
で
す
。
で
す
か
ら
本
人
に
生
き
行
っ
て
い
る
検
診
は
受
け
ら
れ
ま

る
希
望
を
失
わ
せ
た
り
、
外
出
す
せ
ん
の
で
、
部
屋
を
間
違
え
な
い

パ

ー

キ

ン

ソ

ン

病

患

者

の

介

護

に

つ

い

て

る

こ

と

を

嫌

う

よ

う

に

さ

せ

た

り

し
な
い
で
ほ
し
い
の
で
す
。

い
ろ
失
敗
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

食
事
の
際
に
食
物
を
こ
ほ
し
た
り
が
、
書
き
切
れ
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の

排
尿
で
そ
そ
う
を
し
た
り
し
ま
す
。
辺
り
で
ペ
ン
を
置
き
ま
す
。
お
と

問
題
は
そ
う
い
う
失
敗
を
し
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救急病院の診療科目は変更される場合がありますので、あらかじめ急患テレフォンセン

ター（日野消防署 ffBl -0119) へお問い合わせください。

午後 7時30分-10時30分

内科・小児科

日野本町 I-7 -2生活・保健センター分室
ft84-1661 

6月19日（日）・26日（日）

午前10時ー午後 5時
（受付は午前 9時 -午後 4時）

八王子市平岡町18-3八王子市保健センター
ff0426-25-9 I 28 

多摩市関戸 4-19-5多摩市立健康センター
ff0423-76-91 I I 
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き
ょ
う
は
平
成

6
年
5
月

3

日
、
47回
目
の
惑
法
記
念
日
に
当
た

り
ま
す
。私
ど
も
の
日
野
市
で
は
、

ず
っ
と
以
前
か
ら
こ
の
日
を
期
し

て
憲
法
学
習
に
つ
い
て
の
謡
洞
会

等
の
行
T
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し

こ
。
↑
 こ
と
し
も
、
市
主
催
の
芯
法
記

能
に
な
っ
て
き
ま
す
。
例
え
ば
、

デ
モ
に
1
回
参
加
し
た
と
か
、

忠

魂
碑
訴
訟
の
当
事
者
に
な
っ
た
と

い
う
こ
と
で
裁
判
官
に
な
れ
な
い

と
い
う
の
は
と
ん
で
も
な
い
話

で
あ
り
、
最
高
裁
も
信
任
拒
否
の

理
由
を
明
ら
か
に
し
な
い
わ
け
で

す
。【質
問
】

武
村
代
議
土
の
書
か

れ
た
本
や
最
近
の
政
治
的
な
行
動

に
つ
い
て
、
憲
法
を
守
る
立
垢
か

ら
ど
の
よ
う
な
見
方
を
し
た
ら
い

い
の
か
。
平
和
的
生
存
権
と
は
ど

う
い
う
も
の
か
に
つ
い
て
お
話
を

い
た
だ
き
た
い
。

【
山
内
】

タ
イ
ト
ル
が

「
小
さ

く
と
も
キ
ラ
リ
と
光
る
国
日
本
」

と
い
う
本
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本

に
は
大
国
に
な
る
べ
き
か
、
あ
る

い
は
小
さ
な
国
な
の
だ
か
ら
小
国

で
い
く
べ
き
か
に
つ
い
て
、
伝
統

的
な
意
見
の
争
い
が
あ
り
ま
す
。

日
本
国
慮
法
の
考
え
方
は
、
基

本
的
に
は
や
は
り
大
国
主
義
で
は

な
く
小
国
主
義
を
採
用
し
た
も
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
本
国
憲
法
が
、
世
界
の
憲
法

史
に
何
ら
か
の
寄
与
貢
献
を
成
し

得
る
と
す
る
な
ら
ば
、
平
和
的
生

存
権
と
い
う
人
権
観
念
を
憲
法
前

文
に
う
た
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
憲
法
前
文
に
は
「
I

全
世
界
の
国
民
が
、
ひ
と
し
く
恐

怖
と
欠
乏
か
ら
免
か
れ
、
平
和
の

う
ち
に
生
存
す
る
権
利
を
有
す
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
ー
」
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
単
に

戦
争
を
無
く
す
と
い
う
こ
と
だ
け

で
な
く
て
、
同
時
に
恐
怖
と
欠
乏

の
な
い
よ
う
な
状
態
に
、
全
世
界

の
国
民
が
生
き
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
こ
と

が
、
日
本
国
憲
法
の
趣
旨
な
わ
け

で
す
。

【
質
問
】
北
朝
鮮
の
核
査
察
拒

否
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
対
応
に

つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
に
追
従
す
る

日
本
に
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
先
生
方
は
非
核
化
の
た
め

の
法
案
つ
く
り
を
、
ど
ん
な
工
程

で
行
い
、
ど
ん
な
茄
み
重
ね
を
し

て
こ
ら
れ
た
か
。
私
た
ち
は
、
ど
ん

な
形
で
行
っ
て
い
っ
た
ら
実
現
す

る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

【
山
内
】

国
連
の
中
で
の
ア
メ

リ
カ
の
言
い
分
に
つ
い
て
、
日
本

が
そ
の
ま
ま
従
う
政
策
を
従
来
と

っ
て
き
た
と
い
う
点
は
、
日
本
の

外
交
的
な
主
体
性
の
な
さ
で
、
国

際
的
な
信
用
が
い
ま
―
つ
な
い
理

由
で
す
。
で
す
か
ら
朝
鮮
半
島
の

問
題
に
つ
い
て
も
、
も
っ
と
主
体

性
を
も
っ
て
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て

も
国
連
に
対
し
て
も
、
そ
れ
か
ら

中
国
な
り
北
朝
鮮
な
り
韓
国
に
対

し
て
も
、
日
本
は
核
被
害
を
受
け

た
最
初
の
国
な
の
だ
か
ら
、
絶
対

核
戦
争
を
し
て
は
い
け
な
い
し
、

核
開
発
を
し
て
は
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
を
、
も
っ
と
声
を
大
に
し

て
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

次
に
、
私
が
ど
う
し
て
き
た
か
、

あ
る
い
は
呉
体
的
に
ど
う
し
た
ら

い
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

1

9
7
9年
に
20
名
ぐ
ら
い
の
憲
法

研
究
者
が
共
同
声
明
を
だ
し
ま
し

た
。
当
時
の
段
階
で
は
、
あ
ま
り

反
響
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

あ
る
種
の
運
動
の
継
承
は
な
さ
れ

て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
私
が
入
っ
て
い
る

研
究
会
で
は
、

具
体
的
な
法
案
な

り
条
約
案
づ
く
り
を
や
っ
て
き
ま

ア
ピ
ー
ル
に
は
参
加
者
が
拍
手
で
賛
同

H
野
市
長

森
田

E
i
駒
麒
玄

aい
駒

Eaa
喜
美
男
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沼
津
の
海
か
ら
は
富
士
山
が
見
え
ま
す

青
い
海
に
ビ
ー
チ
パ
ラ
ソ
ル
の
花
。
子
供
た
ち
の
歓
声
で
沼

津
の
海
は
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
海
水
浴
だ
け
で
な
く
、
ボ
ー

ド
セ
ー
リ
ン
グ
、
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
も
楽
し
め
ま
す
。

舅づ爾祗揺
人攣諺麟繹

～佐渡・両津～

雪士を賤詞に
晏鵜＜砂誤
静岡・沼津～ ～ 

…
…
…
…
…
…
…
…
·
;
·:
·
…
…
…

・・
・
・~
日
野
市
で
は
、
こ
と
し

小
木
半
島
周
辺
で
は
、
た
丁
か
ら
日
野
市
「
佐
渡
・
両

ら
い
舟
で
ワ
カ
メ
、
サ
ザ
エ
、
二
津
海
の
家
」

事
業
を
開
始

ア
ワ
ビ
な
ど
の
漁
を
す
る
風
J
：
し
ま
し
た
。
こ
の
夏
ど
こ

舟
＂

景
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

い
~
へ
出
掛
け
よ
う
か
と
お
考

g`
[
え
の
方
、
き
れ
い
な
海
と

光
~
雄
大
な
自
然
美
あ
ふ
れ
る

t
 

観
冨
．
佐
渡
へ
出
掛
け
て
み

？

ま

せ

ん

か
。

港
i

周
り
を
四
面
海
に
囲
ま

五
て
い
る
佐
渡
が
島
は
、

木＼ J
 
ー

二
主
る
所
に
海
水
浴
場
が
あ

▲
…
•
•

"

り
、
夏
は
た
く
さ
ん
の
海

水
浴
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

ま
た
、
佐
渡
は
お
祭
り
が
大
好

き
な
鳥。

毎
日
ど
こ
か
で
祭
り
が

行
わ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
良
い
ほ

ど
年
中
行
事
が
多
く
、
佐
渡
お
け

さ
を
始
め
、
現
在
島
内
に
34
の
舞

台
を
持
つ
能
、
鬼
太
鼓
等
の
民
族

芸
能
、
海
や
魚
介
類
、
花
に
関
す

る
祭
り
が
目
白
押
し
で
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
小
木
港
の

「た

ら
い
舟
」
、
佐
渡
金
山
、
ト
キ
の
郷

（
さ
と
）
な
ど
、
全
国
で
も
有
数

の
観
光
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

い
よ
い
よ
夏
が
や
っ
て
来
ま
す

が
、
何
と
言
っ
て
も
夏
の
沼
津
は

海
水
浴
。
か
つ
て
、
水
が
日
本
一
き

れ
い
と
折
り
紙
を
付
け
ら
れ
た
大

瀬
崎
や
千
本
浜
の
海
水
浴
場
は
、

波
も
静
か
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
う
っ

て
つ
け
で
す
。

ま
た
、
駿
河
湾
で
と
れ
た
豊
富

で
新
鮮
な
魚
介
類
は
、
そ
の
日
の

う
ち
に
宿
泊
客
の
前
に
出
さ
れ

ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
一
度
は
や
っ
て
み

た
い
船
釣
り
や
ダ
イ
ビ
ン
グ
。
各

種
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん

で
、
訪
れ
る
人
を
魅
了
し
ま
す
。

ま
た
、
沼
津
ま
で
は
電
車
の
ほ

か
、
八
王
子
か
ら
の
直
通
バ
ス
が

毎
日
8
往
復
、
2
時
間
少
し
の
所

要
時
間
で
運
行
し
て
い
る
便
の
良

さ
も
魅
力
で
す
。

潮
の
香
り
を
探
し
に
、
こ
家
族

八
主
な
イ
ベ
ン
ト
＞

6
月
ー
8
月
の
沼
津
の
主
な
イ

ベ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

＠
沼
津
七
夕
ま
つ
り
…
6
月
26日

1
7
月
7
日
／
沼
津
駅
南
商
店
街

で
県
下
最
大
の
七
夕
ま
つ
り

＠
燦
々
（
さ
ん
さ
ん
）ぬ
ま
づ
踊
り

... 7
月
2
3
日
／
1
万
人
も
の
市
民

が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
衣
装
と
振
り
付

け
で
参
加
す
る
市
民
総
出
の
踊
り

＠
沼
津
夏
ま
つ
り
・
狩
野
川
花
火

大
会
．．． 
7
月
30日
・

31日
／
昼
間

は
み
こ
し
パ
レ
ー
ド
、
夜
は
花
火

大
会
。
東
海
道
の
名
物
祭
り

＠
サ
ン
セ
ッ
ト
・
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト

…
8
月
27
日
／
沼
津
の
夏
の
フ
ィ

ナ
ー
レ
を
飾
る
千
本
浜
海
岸
で
の

花
火
や
シ
ョ
ー

連
れ
、
友
達
同
士
で
ぜ
ひ
お
出
掛

け
く
だ
さ
い
。

唖
宿
泊
施
設
の
紹
介

人
数
、
場
所
、
予
算
な
ど
利
用

杢
市
民
が
利
用
の
場
合

沼
津
海
の
家
事
業
を
こ
利
用
の

方
は
沼
津
観
光
協
会
へ
、
佐
渡
・

両
津
海
の
家
事
業
を
ご
利
用
の
方

は
両
津
市
観
光
協
会
へ
直
接
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
は
直
接

観

光

協

会

へ

1
人
1
泊
当
た
り

2
千
円
を
割
引

事
業
内
容

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
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.

.

.

.

.

.

.
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.
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~
日
野
市
の
「
佐渡
・
両津
海
の
家
」
事
業と
、
「沼
津
面
の
家
」
~

溢
業
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
は
沼
津
市
内
と
佐
渡
が
島
の
両
津
i

篇
内
の
宿
泊
施
設
を
利
用
す
る
場
合
に
そ
の
費
用
の
一
部
を
割
i

ご
り
引
く
も
の
で
、
年
間
を
通
し
て
利
用
で
き
る

事
業
で
す。

~
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.......... .
 

八
主
な
イ
ベ
ン
ト
＞

6
月
1
8
月
の
佐
渡
、
両
津
市

の
主
な
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

＠
ド
ン
デ
ン
高
原
祭
…
6
月
19日

／
ド
ン
デ
ン
高
原
の
大
自
然
の
中

で
、
ド
ン
デ
ン
駅
伝
大
会
や
ゲ
ー

ム
大
会
を
開
催

＠
水
中
七
夕
ま
つ
り
…
7
月
2
日

.
3
日
／
海
中
で
は
ダ
イ
バ
ー
が

サ
サ
の
葉
に
短
冊
を
、
陸
上
で
は

地
元
の
伝
統
芸
能
と
手
料
理
が
楽

し
め
ま
す

＠
七
夕
祭
・
川
開
き
…
8
月
6
日

1
8
日
／
子
供
の
海
の
祭
典
。
民

謡
流
し
、
七
夕
山
車
パ
レ
ー
ド
、

鬼
太
鼓
、
花
火
等
佐
渡
最
大
の
夏

祭
り
＠
盆
踊
り
と
お
け
さ
教
室
…
8
月

9
日
ー

15日
／
毎
夜
実
施
さ
れ
、

踊
り
の
参
加
者
に
は
修
得
証
が
発

行
さ
れ
ま
す
。

圃
日
野
市
環
境
緑
化
協
会
で

は
、
市
の
花
「
菊
」
の
苗
を
市
民

の
皆
さ
ん
に
次
の
と
お
り
無
料
配

布
し
ま
す
。

今
回
配
布
す
る
の
は
「
カ
サ
ギ

ク
」
で
す
。

カ
サ
ギ
ク
は
芽
を
何
回
も
摘
む

こ
と
も
な
く
良
い
形
に
ま
と
ま

り
、
た
く
さ
ん
の
小
さ
な
花
を
つ

け
ま
す
。
鉢
植
え
や
庭
・
花
壇
植

え
に
使
わ
れ
る
コ
ギ
ク
の
仲
間

沼
津
海
の
家
、
佐
渡
・
両
津
海
の
家

事
業
の
内
容
と
申
込
方
法

さ
れ
る
方
の
希
望
に
合
わ
せ
て
、

沼
津
ま
た
は
両
津
そ
れ
ぞ
れ
の
観

光
脇
会
が
、
宿
泊
施
設
（
旅
館
、

ホ
テ
ル
、
民
宿
な
ど
）
を
紹
介
し

ま
す
。

〶
宿
泊
費
の
割
引

利
用
宿
泊
施
設
で
料
金
を
支
払

う
際
に
、
1
人
1
泊
2
千
円
を
割

り
引
き
ま
す

（子
供
料
金
が
4
千

円
を
超
え
る
場
合
は
同
額
の
割

引
）
。
宿
泊
日
数
に
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
。

〶
予
約
金
が
必
要
で
す

申
し
込
み
に
は
、
予
約
金
が
必

要
で
す
（
沼
津
市
内
の
一
部
宿
泊

施
設
を
除
く
）
。
沼
津
、
両
津
そ
れ

ぞ
れ
の
観
光
脇
会
の
掴
示
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
。

太
平
拌
＂
と

窃酋＠）一
L l 因園国窃
カサギクを市内 7会場で

現
在
、
図
書
館
な
ど
で
配
布
し

て
い
る

『平
山
を
さ
ぐ
る
鮫
陵

源
（
こ
う
り
ょ
う
げ
ん
）
と
そ
の
時

代
』
に
次
の
よ
う
な
誤
り
が
あ
り

ま
す
。
町
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

▽
25
ペ
ー
ジ
6
行
目
「
(
-
九
二
六

年
）
年一

0
月
」
は
「
(
-
九
二
七

ヽ
'

·_
＿＝
＿
ヽ
｀

葦
＿ー
、

●●
一＿
．、

●●
h
．
ヽ
｀

•
―-_
＿．ヽ
｀
・
全．
9

圭

・
ヽ
'

•-
―
―
―
•
ヽ
｀
き

・
ヽ
｀

・号
・ヽ
｀

吾

ヽ
｀

·＿-u
．
ヽ
｀

ミ
・ヽ
｀

·＿-
h．ヽ
｀

・ニ
h.9

.＿-=
．ヽ
｀

急
．
9

羞
―-9

き
・
9

.―
―
―
―•ヽ
｀

告
・ヽ

｀
．吾
・ヽ
｀
圭

・邊

で
、
手
入
れ
も
簡
単
。
と
て
も
き
―

れ
い
な
花
が
咲
き
ま
す
。

叩

地
元
で
生
産
さ
れ
た
新
鮮
な
1
0
時

i
正
午
と
午
後
3
時
ー
4
-

野
菜
な
ど
を
安
く
販
売
し
ま
す
。
時
・
・
・
同
農
協
七
生
支
店

0

一

土

曜

市

叫

ぜ
ひ
、
お
近
く
の
会
場
へ
お
出

i

ぜ
ひ
一
度
、
お
出
掛
け
く
だ
▽
問
合
せ
先

1
1東
京
南
農
協
日
—

掛
け
く
だ
さ
い
。

i

を

開

催

さ

い

。

野

支

店

(

6

8

3

.

2

1

1

1

)

-

市
内

3
会
場
で

▽
日
時
1
1
6
月
25日
午
前
1
0
時
か

i

▽
日
時
・
会
場
11
6
月
25日
CD
／
同
農
協
七
生
支
店
(
6
9
1
.
-

ら

※

雨

天

実

施

、

市
内
に
あ
る
農
業
協
同
組
合
午
前
1
0
時
ー
正
午
・
・
・
東
京
南
農
2
0
1
1

)
／
市
産
業
経
済
課
—
叩

▽
会
場
1
1
日
野
市
緑
化
セ
ン
タ
ー
一

（
先
着
600人
）
／
東
京
南
農
協
七

i

の
協
力
で
、
農
産
物
即
売
会
「
土
協
日
野
支
店
②
午
後
1
時
＼
4
C
内
線

2

0

2

-

-

叫

曜
市
」
を
開
催
し
ま
す
。
時
…
多
摩
平
第
七
公
園
③
午
前

生
支
店
（
先
着
250人）

／
平
山
地

0

区
セ
ン
タ
ー
（
同2
0
0
人
）
／
旭
が
ヘヽ

•_-；-•9
.
―
ーー―.9
._＿
-
9

‘•――
-
0[
O

-
-
h
.9
―
-
9

·̀――
-
―
.t
;
'

＿;

;

t
;

；

t
;
T

―
=
-
9

-＿
＿
-
．9
.
-
―――.9
-―
-
i
'

·ニ_
-9
.＿;
：
0

-_
＿
＿

•0
-＿--
'、●

『.
9
`

·
_
＿――
•
ヽ
｀
主

―.
9
`

-
_
h．
ヽ
｀

―-『—．
9
`
―
-
＿
＿
．
ヽ
｀

―＿＿-
0

.-
＿
＿-·
ヽ
｀

―
-
ー
＿
・
ヽ
｀

―
――
_•
9

-＝-
9

-
_
h．
ヽ
｀

―＿＿
-
9

.
＿＿
―
-9

.＿＿
―
―
.
9

.-
＿`

丘
中
央
公
園
（
同
170人）

／
市
民
願
寺
第
8
号
公
園
（
同
130人）

川

の
森
ス
ポ
ー
ツ
公
園
管
理
事
務
所
※
い
ず
れ
も
1
人
3
本
ま
で
配
布
。
｛

今
回
の
消
費
生
活
講
座
で
一

は
、
埋
葬
の
在
り
方
も
含
め
、
一

前
（
同1
3
0
人
）／
日
野
八
小
校
門
▽
問
合
せ
先
贔

日
野
市
環
境
緑
{♦

i恒
~
｀
ん

前
（
同
130人）

／
東
部
会
館
裏
万
化
協
会
C
市
役
所
内
線
2

6

5

{

座

市

争

'

[

現

代

の

墓
事
情
に
つ
い
て
考
え
f

、
じ
て
み
ま
す
。

一

（

講

。

活

墓

加

ぜ

ひ

こ

参

加

＜

誓

い

。

一

ヽ
▽
日
時
1
1
6
月
29日
午
後
2
時
一

》`

東
京
光
の
家
か
ら
の
お
願
い

i

生
の
買

一

か
ら
▽
会
場
1
1
生
活
・
保
暉
セ
ン
タ
ー

-
費
じ
、
の

一

肖

l
_
墓

‘、
I

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

＠
第
17回
東
京
光
の
家
チ
ャ
リ
テ

l

-

ィ
ー
バ
ザ
ー
に
提
供
品
の
協
力
を
▽
日
時
1
1
1
0
月
1
0
日
午
前
1
0
時

3
0
1
♦

m紅
g^

一

▽

講

師

1

1

米

原

宏

氏

（

元

メ

モ

ー

東

京

光

の

家

で

は

次

の

と

お

り

分

か

ら

※

雨

天

決

行

叩
｛
お
墓
は
、
古
来
か
ら
家
単
位
リ
ア
ル
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
一

▽
会
場
1
1
旭
が
丘
東
公
園

バ
ザ
ー
を
行
い
ま
す
。
提
供
品
の

一

{
で
継
承
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
所
長
）

▽
提
供
希
望
品
1
1
衣
類
（
新
品
同

叶

▽
定
員
1
1
6
0
人

（先
着
順
）
―

全
市
内
事
業
所
の
福
利
厚
生
活
動
様
の
も
の
）

／
家
具
、
電
気
製
品
-
現
代
は
核
家
族
化
が
進
み
、
出

グ
ル
化
が
※
2
歳
以
上
保
育
あ
り
。
事
前
一叫

で

利

用

の

場

合

（

修

理

不

要

の

も

の

）

／
食
品
（
酒
｛
生
数
の
減
少
、
‘
シ
ン

各
事
業
所
の
福
利
厚
生
担
当
課
類
等
）
、
食
器
／
日
用
雑
貨

i

予
想
さ
れ
る
中
、
お
墓
の
用
地
に
申
し
込
み
を
。

一

等
で
「
日
野
市
沼
津
海
の
家
利
用
▽
受
付
期
間
1
1
現
在
受
付
中
｛
難
も
あ
り
、
墓
事
情
も
変
化
し
▽
申
込
み
・
問
合
せ
先
1
1
生
活
{

課
(
6
8
1
.
4
1
1
2
)
-

（
て
い
ま
す
。

在
勤
者
証
明
書
」
ま
た
は
「
日
野
市
▽
回
収
期
間
1
1
7
月
初
旬
か
ら

佐
渡
・
両
津
海
の
家
利
用
在
勤
者
▽
問
合
せ
先
1
1
東
京
光
の
家
バ
ザ
ー
9

-＿
ヽ
●`-
し

·`＿_
＿
ヽ
｀

――
―
―.9
―
―
-

i
`

·_＿
＿
ヽ
｀
●
＿`ヽ
二
＿し＇
土＿ヽ

｀
二
＿
ヽ

―`＿＿-
O

.＿＿h
0

・――
-
i

―̀―
―
し
｀
＿
＿
―
―

•し

r
き

・
ヽ

•_
＿-＿．
ヽ
｀
毒

ヽ
｀

．
委
・
ヽ
｀

争

ヽ
｀

・き
・
、

主
―.
9

.＿
＿
＿
―

ー
、

1
』-h
·
t

•_
＿
＿
＿

．
ヽ
｀

争

ヽ
｀

き
・
ヽ

r
．吾

”

毎
．
O

．吾
・
ヽ
｀

．｀卯

証
明
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
ー
委
貴
会
(
6
8
1
.
2
3
4
0
)

＇

一

在
勁
の
証
明
を
受
け
各
観
光
協
会
＠
ウ
ェ
ス
作
業
の
材
料
提
供
を
｛
夏
休
み
に
は

一

ご
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
サ
マ
ー
ハ
イ
ク
i

に
直
接
電
話
で
申
し
込
み
を
（
証
東
京
光
の
家
で
は
ウ
ェ
ス
作
業
一

明
書
は
利
用
の
際
に
持
参
を
）
。
在
（
ボ
ロ
布
の
再
生
）
を
行
っ
て
い
ま

叩一

勤
者
証
明
書
の
様
式
が
な
い
事
業
す
が
、
材
料
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

叫
▽
日
程
1
1
8
月
21日
1
2
2
日
▽
費
用
1
1
1
世
帯
2

千

円

{

所
の
方
は
、
生
活
課
に
こ
連
絡
を
。

衣
替
え
等
で
不
用
に
な
っ
た
メ

i

▽
場
所
1
1
清
里
（
大
成
荘
宿
泊
）
▽
申
込
み
1
1
7
月
1
日
ま
で
に
-

社
会
福
祉
課
へ
※
申
込
多
数
の
一

孟
込
み
先
1
1
沼
津
観
光
協
会
(
6
リ
ャ
ス
地
、
タ
オ
ル
地
が
あ
り
ま
-
▽
対
象
1
1
母
子
・
父
子
・
生
活
保

0
5
5
9
.
6
3
.
3
2
2
8
)
／

し

た

ら

提

供

く

だ

さ

い

。

-

護

家

庭

な

ど

の

中

学

3

年

生

以

場

合

は

抽

選

―

一

▽

問

合

せ

先

11
社
会
福
祉
課
6
0

両
津
市
観
光
協
会
（
6
0
2
5
9
▽
問
合
せ
先
11
東
京
光
の
家
救
護

叫
下
の
生
徒
・
児
童
・
幼
児
と
そ
の

叫

•
2
3
.
3
3
0
0
)
部
作
業
場
（
旭
が
丘
l
の
1
7の
1
7
-保
護
者
(
1
人
）
※
定
員12
0
人
内
線
2
2
3
-

▽
問
合
せ
先
1
1
生
活
課
(
6
8
1
.
6
8
1
.
2
3
4
0
)
-
0
-＿-C
.＿＿―-t;；
o
-＿-―o
-_＿-0
-＝-0
-_-9
-―0
-＿＿＿¢―
--9
--9
-＿＿-0
-＿＿-
9
-l――

9
ヽ
｀

＿
＿
＿＿．
ヽ
｀

争

ヽ
｀

．
吾
・
、

T
.-
＿
＿-•
9

.』
＿
_＿．、

圭

・
”

9_
＿＿＿．
、

r
圭

・
9

.―-i-·
ヽ
｀
圭
・
ヽ
｀

9.
h
．
9

.＃
・ヽ
｀

・全
．”

.＿＿＿
＿．．
 
r

．合．鳴

4
1
1
2
)
 

～
大
坂
上
中
地
区
青
少
年
育
成
・
京
王
線
分
倍
河
原
駅
下
車
徒
～

一
会
で
は
、
次
の
と
お
り
「
家
族
歩
15
分

）

ー

[
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
ク
」
を
開
催
し
▽
コ
ー
ス
1
1
郷
士
の
森
公
園
ー
～叫

ー
ま
す
。ぜ
ひ
こ
参
加
く
だ
さ
い
。
多
摩
川
沿
い
1
大
坂
上
中
※
約
―叫

＿
▽
日
程
1
1
7
月
9
日

（雨
天
の

12
キロ屈
。
3

時

間

程

度

一

憚

ー
場
合
は
7
月
1
0
日
）
▽
費
用
11
1
人
200
円

～

伽

o

▽
集
合
場
所
1
1
午
前
9
時
に
府
▽
申
込
み
1
1
6
月
2
2
日
ま
で
に
一

～
中
市
郷
土
の
森
公
園
（
南
武
線
金
田
(
6
8
3
.
3
9
8
6
)
ま
～

—
た
は
大
坂
上
中
、
三
小
・
七
小
i

薗

・
東
光
寺
小
へ
—

叫
家
族
ふ
れ
あ
い

一叫
叫

-

＼

イ

ワ

▽

問

合

せ

先

1

1

同

育

成

会

（

金

一

J
 

囁

い
い
汗
か
き
ま
し
ょ
う
田
6
8
3
.
3
9
8
6
)
i

0
 

一

'

·
―ー
••
9

.

ユ
_
-．
9

ム

テ

9

ま

9

-
.
＿．
9

•• 
-w.9
-W
 
．．
 

▲

・
き

・

9

き
・
9

-
＿＿
＿．
9

ュ
h
.
9

自
•
9

・全

．
9

．合
・
9

g

.
9

一

ひ
ら
や
ま
探
険
隊

「
鮫
陵
源
」
の
冊
子

4
カ
所
に
誤
り

年）一

0
月
」
の
誤
り

▽
26
ペ
ー
ジ
後
ろ
か
ら
3
行
目

「
文
久
二
年
（
一
八
三
ハ
年
）
」
は

「
文
久
二
年
(
-
八
六
二
年
）
」
の
誤

り▽
30ペ
ー
ジ
8
行
目
「
九
年
秋
期

か
ら
」
は
「
九
年
秋
季
か
ら
」
の

誤
り

・

▽
43
ペ
ー
ジ
上
図
左
下

「
落
合

矯
」
は
「
滝
合
橋
」
の
誤
り

▽
問
合
せ
先
1
1
生
活
課
(
6
8
1
.

4
1
1
2
)
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ff0120-042586 （無料）（日曜日・i翌年始髯澁t~17:oo)

I ◇統一標語◇ l 
ふれあいと
対話が第＜
明るい社会

社
会
を
明
る
＜
す
る
運
動
は
、

す
べ
て
の
人
々
が
犯
罪
の
防
止
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非

行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う

と
す
る
全
国
的
な
運
動
。
毎
年
7

月
は
、
こ
の
運
動
の
強
調
月
間
で

す
。
44
回
目
を
迎
え
る
こ
と
し
の

強
調
月
間
で
は
、
重
点
目
標
を
「
少

年
の
非
行
防
止
と
更
生
の
援
助
の

＇ 

I ` 

I : ・‘ 

1 

駅
頭
広
報
活
動

こ
の
強
調
月
間
に
ち
な
み
、
保

護
司
、
更
生
保
護
婦
人
会
員
、

B

B
S会
員
の
ほ
か
地
域
諸
団
体
の

方
々
約
150人
が
参
加
し
て
、
駅
頭

で
の
広
報
活
動
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
1
1
7月
1
日
午
前
8
時
30

-===================-=-=======-========-==—-===-==============-===-==-=============-=====-===-====-====-====-=========-==============-==-==-====-=========-===-===================-===-====-=========-==========-==-=======-====-————-=====================-

— 

中
に
潜
む
長
さ
2
代
丘
ほ
ど
の
青
一
定
の
期
間
借
り
て
こ
の
作
業
を
の
支
度
に
あ
た
り
、
自
然
に
家
事
高
学
年
の
子
供
も
貴
重
な
労
働
力

e

、

J
い
ず
い
虫
を
見
つ
け
て
歩
い
た
。
行
っ
た
。
こ
の
荒
代
の
後
ま
た
代
を
覚
え

て

い

っ

た

。

で

あ

っ

た

。

乙
歴
史
歳
時
ン
9

臼

汀

｀

パ

員

い

[

[

月

か

鍔

謬

に

[

[

日

（

市

史

編

集

委

員

現
在
の
日
野
市
域
は
、
昭
和
30
は
「
尺
取
虫
採
り
」
が
行
わ
れ
る
。
苗
が
成
長
し
て
田
植
え
が
近
付
助
け
る
た
め
「
鼻
取
り
」
が
必
要

年
こ
ろ
ま
で
東
京
都
で
も
有
数
の

5
年
生
以
上
高
等
科
2
年
ま
で
の
く
こ
ろ
、
麦
は
成
長
し
て
黄
ば
み
、
と
な
る
。
馬
や
牛
の
根
元
（
口
元
）

米
作
地
で
あ
っ
た
。
生
徒
が
、
当
日
は
小
び
ん
を
持
っ
農
家
は
一
年
中
で
一
番
忙
し
い
時
に
2
屈
ほ
ど
の
竹
の
棒
を
取
り
付

旧
日
野
町
（
七
生
地
区
を
除
く
）
て
登
校
し
、
各
地
区
に
分
か
れ
、
期
を
向
か
え
る
。

6
月
中
旬
、
麦
け
、
馬
や
牛
が
蛇
行
し
た
り
す
き

の
昭
和
6
年
の
統
計
に
よ
る
と
、
先
生
の
指
導
で
い
っ
せ
い
に
桑
畑
が
刈
り
取
ら
れ
る
と
す
ぐ
に
代
掻
残
し
の
な
い
よ
う
に
誘
導
す
る
も

耕
地
面
積
は
田
300
町
8
反
9
畝
6

を
回
り
、
桑
の
小
枝
に
似
た
3
i、／

き
（
し
ろ
か
き
）
が
始
ま
る
。
こ
の
で
、
こ
の
鼻
取
り
は
主
と
し
て

歩

(
1町
11約
1
E
)
、
畑

438町
9

妍
ほ
ど
の
尺
取
虫
を
採
取
し
た
。
の
時
期
に
な
る
と
小
学
校
は
農
繁
子
供
が
こ
れ
に
当
た
っ
た
。

反
4
畝
1
歩
（
内
桑
畑

252町
）
と
あ

5
月
の
初
旬
に
な
る
と
、
各
農
期
休
暇
と
い
っ
て
一
週
間
ほ
ど
休
代
掻
き
が
終
わ
り
田
植
え
に
な

り
、
総
戸
数

982戸
の
う
ち
628戸
が
家
で
苗
代
作
り
が
始
ま
る
。
籾
（
も
校
に
な
り
、
子
供
た
ち
も
農
作
業
る
と
、
近
所
や
親
せ
き
な
ど
が
協

農
家
で
、
年
度
に
よ
り
多
少
の
差
み
）
が
ふ
ら
れ
て
苗
が
12ー
13iン
を

手

伝

う

。

力

し

て

行

う

「

も

や

い

」

（

共

同

）

は
あ
る
が

1
万
2
千
俵
、
繭
（
ま
店
に
育
っ
た
こ
ろ
、
ま
た
い
っ
せ
荒
代
（
あ
ら
し
ろ
）
は
田
に
水
作
業
と
し
た
家
が
多
く
、
大
勢
の

ゆ）

3
千
500貫
(
1貫
11
約
3
.
7
い
に
「
ず
い
虫
採
り
」
が
行
わ
れ
を
入
れ
、
牛
や
馬
に
苧
（
す
き
）
人
が
横
一
列
に
並
ん
で
、
田
か
ら

5
胡
グ
ラ
ム
）
を
生
産
し
て
い
た
。
る
。
生
徒
は
田
ん
ぽ
へ
入
れ
る
よ
を
引
か
せ
て
、
最
初
に
土
を
深
く
田
へ
植
え
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
農
業
主
体
の
町
だ
う
な
服
装
で
登
校
し
、
長
さ
1
認
す
き
起
こ
す
代
掻
き
の
こ
と
で
、
こ
の
田
植
え
に
は
大
人
が
総
出

っ
た
の
で
、
小
学
校
に
も
運
動
会
ほ
ど
の
篠
（
し
の
）
竹
の
棒
を
持
牛
を
飼
っ
て
い
る
農
家
は
と
も
か
と
な
る
た
め
、
女
の
子
は
食
事
の

・
学
芸
会
・
遠
足
の
ほ
か
に
、
農
ち
、
こ
の
棒
で
苗
を
分
け
な
が
ら
く
、
一
般
の
農
家
で
は
農
耕
馬
を
支
度
や
、
お
こ
じ
ょ
う
（
お
や
つ
）

業
に
関
連
し
た
行
事
が
組
ま
れ
て

こヽ。
し
t早
春
、
桑
の
木
が
芽
吹
く
前
に

小
学
校
の
牒
繁
期
休
暇

▲農耕馬による水田の荒起こし

講

演

会

谷
春
雄
）

「
国
連
婦
人
の
10年
」
を
記
念
は
和
歌
山
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
日

し
て
、
我
が
国
の
女
性
問
題
へ
の
野
市
女
性
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の

取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、
毎
年
会
議
に
参
加
さ
れ
る
方
を
募
集
し

全
国
規
模
で
「
日
本
女
性
会
議
」
て
い
ま
す
。
参
加
者
に
は
費
用
の

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
と
し
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

7,＇り
＇り
'H'いり'H,
’り＇り

'i"
り＇’り，；＂＇り',

'＇り
'
9

り＂
＇り＇り，＇
，
，＇，＇り＇り，

9
＂り

'#,1

男
女
を
問
わ
ず
、
一
人
ひ
と

／
7
月
13日
・
・
話
し
合
い

一
鰐
汀
闘
鱈

v
[
[
I
I
[
[
•

ロ
~
夕

婚

と

家

族

の

在

り

方

に

つ

い

ー

※

3
歳
以
上
保
育
あ
り

て、

3
回

シ

リ

ー

ズ

で

一

緒

に

▽

講

師

11吉
岡
睦
子
氏
（
弁
護

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

士）

▽
日
程
・
内
容

1
1
6月
29
日

…

▽

申

込

み

11
6
月
21
日
ま
で
に

変

わ

り

つ

つ

あ

る

結

婚

と

家

族

電

話

で

女

性

セ

ン

タ

ー

(C84

/
7
月
6
日

…

性

的

自

立

と

生

・

2
7
3
3
)
へ

やさしく学ぶー］

女性問題パート 2

た
め
、
地
域
住
民
の
理
解
と
参
加

を
求
め
る
」
と
定
め
ま
し
た
。

―
つ
の
重
大
な
非
行
・
犯
罪
が

行
わ
れ
る
陰
に
は
、
小
さ
な
事
件

が
そ
の
約
10倍
、
更
に
そ
の
約
20

倍
の
危
険
な
状
況
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
非
行
・

犯
罪
が
現
在
の
社
会
事
情
の
中
で

起
こ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

す
べ
て
の
責
を
非
行
・
犯
罪
者
に

帰
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

非
行
・
犯
罪
に
陥
っ
た
人
々
の

更
生
を
支
え
、
非
行
・
犯
罪
を
防

止
す
る
た
め
、
市
民
皆
さ
ん
の
こ

理
解
、
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〗女性と人権

分
ー
9
時
30分

▽
場
所

1
1
J
R
日
野
駅
・

豊
田

駅
、
京
王
線
高
幡
不
動
駅
・
平
山

城
址
公
園
駅

「

8
本
女
性
会
議
叫
わ
か
や
ま
]

参
加
者
募
集
・
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

泣

会

送

覗

す

国

7
月
は
第

44
回
強
調
月
間

※
こ
の
ほ
か
、
更
生
保
護
婦
人
会
、

B
B
S、
各
機
関
・
団
体
と
連
携

し
て
「
地
球
の
環
境
問
題

・
少
年

の
健
全
育
成
問
題
」
を
重
点
と
し

た
集
会
を
市
内
各
地
で
予
定
し
て

い
ま
す
。
こ
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先
11南
多
摩
東
保
護
旬

会
日
野
分
区
（
星
谷
C
8
1
.
4
0

5
9
)
 

こ
と
し
の
会
議
は
「
時
代
を
翔

（か
け
）る
ひ
と
た
ち
へ
」
が
テ
ー

マ
で
、
女
と
男
が
共
に
す
て
き
に

生
き
る
た
め
の
社
会
の
実
現
を
目

指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ

れ
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
会
議
日
1
1
9
月
9

日
ー

10日

※
出
発
は
9
月
8
日
の
予
定
。

▽
会
場
11和
歌
山
市
民
会
館

▽
対
象
1
1
市
内
在
住
の
成
人
男
女

若
干
人

▽
費
用

11旅
費

・
宿
泊
費

・
参
加

負
担
金

5
万
5
千
円
（
こ
の
う
ち

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
）

▽
そ
の
他
1
1
①
参
加
後
、
報
告
書

を
提
出
②
申
込
多
数
の
場
合
は
、

前
年
度
参
加
者
は
除
き
抽
選

▽
申
込
み

1
1
6月
21日
ま
で
に
電

話
で
女
性
セ
ン
タ
ー

(
C
8
4
.
2

7
3
3
)

へ

初
夏
の
雑
木
林
で
森
林
浴
を
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

今
月
の
観
察
会
の
テ
ー
マ
は

「
雑
木
林
の
初
夏
の
花
」
で
す
。

エ
ゴ
ノ
キ
や
ノ
イ
バ
ラ
な
ど
の
白

い
花
が
、

濃
い
緑
に
映
え
る
季
節

で
す
。
気
軽
に
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
博
物
館
で
は
、

7
月

1
日
か
ら
8
月
31日
ま
で
、
企
画

展

『清
流
と
な
り
わ
い
ー
日
野
の

川
漁
と
そ
の
漁
法
ー
』
を
開
催
し

ま
す
。
今
回
の
企
画
展
で
は
、
日
野
市

付
近
の
多
摩
川
で
昭
和
30年
代
ま

▽
日
時
1
1
6月
26日
午
前
10時
ー

正
午
（
雨
天
実
施
）

▽
会
場

11南
平
丘
陵
公
園
（
案
内

図
参
照
。
集
合
は
同
公
園
管
理
棟
）

▽
解
説
者
1
1
播
本
正
常

氏
、
杉
浦
忠
機
氏

（
東
京

都
み
ど
り
の
推
進
委
員）

▽
参
加
方
法

11直
接
集
合

で
活
躍
し
て
い
た
川
漁
師
に
焦
点

を
当
て
、
日
野
地
方
に
伝
わ
る
伝

統
漁
法
を
、
魚
の
生
態
と
関
係
付

け
な
が
ら
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
館
内
に
は
fl

ミ
ニ
水
族

館
の
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ま
す
。

そ
こ
で
は
日
野
市
付
近
に
生
息
す

る
魚
や
、
か
つ
て
日
野
市
付
近
に

い
た
魚
の
生
き
た
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

な
お
、
企
画
展
開
催
期
間
中
は
、

小
・
中
学
生
と
高
校
生
の
入
場
料

は
無
料
に
な
り
ま
す

（大
人
は
入

場
料
100
円）。

杢
漁
（
す
な
ど
り
）
の
知
恵
ー
多

摩
川
の
伝
統
漁
法
に
つ
い
て
1

▽
日
時
1
1
7月
10日
午
後
2
時
か

ら▽
講
師
1
1
安
斎
忠
雄
氏
（
日
本
民

俗
学
会
・
日
本
民
具
学
会
会
員
）

屯
魚
か
ら
み
た
日
野
の
清
流
と
水

路▽
日
時
1
1
7月
30日
午
後
2
時
か

体
験
学
習
会

〶
漁
具
に
触
れ
る
解
説
ツ
ア
ー

▽
日
時
1
1
7月
9
日
午
後

2
時
か

ら▽
内
容
II
CD学
芸
員
の
解
説
付
き

で
企
画
展
の
展
示
を
見
る
②
各
種

の
漁
具
に
触
れ
る
③
日
本
各
地
の

川
漁
に
関
す
る
映
画

玉
釣
り
ざ
お
作
り
と
魚
釣
り

▽
日
時
1
1
8月
27日
午
前
10時
か

ら
※
会
場
は
ふ
れ
あ
い
楯
南
詰
め

の
予
定

▽
内
容
1
1
シ
ノ
竹
を
使
っ
た
簡
単

な
釣
り
ざ
お
を
作
り
ザ
リ
ガ
ニ
や

魚
な
ど
を
釣
る

••••••••••..••••••••••••••.•••••• 
以
上
、
講
演
会
・
体
験
学
習
会

は
7
月
1
日
か
ら
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
ふ
る

さ
と
博
物
館

(
6
8
3
.
5
1
0
0
)

ヘ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

企
画
展
準
備
の
た
め
、
ふ
る
さ

と
博
物
館
は

6
月
27
日
ー

30
日
は

休
館
と
な
り
ま
す
。 ら▽

講
師

11君
塚
芳
輝
氏
（
二
松
学

舎
大
学
講
師
）

4
 ，
S

う公
．ウ。
]9
.
C

をヽ
'

＇ 

►
か
れ
ん
な
ヤ
マ
ホ
ト
ト
ギ
ス

案内図
京王線

北野街道

戸丘陵公園で

6月26日

自然観察会を開催

至高幡不動

場
所
へ
（
申
込
不
要
。
当
日
自
由

参
加
）
▽
問
合
せ
先
11
公
園
緑
政
課
6
内

線

362

ノ
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＊
日
野
市
福
祉
事
業
団
パ
ー
ト
看

護
婦
募
集

▽
募
集
人
員
1
1
1人
▽
応
募
資
格

1150歳
ま
で
の
正
・
准
看
護
婦
▽

勤
務
先
11栄
町
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
▽
勤
務
時
間
11
次
の
う
ち
い
ず

れ
か
①
毎
週
土
曜
日
午
前

8
時
30

分
ー
午
後

5
時
②
毎
週
日
曜
日
午

前

8
時
30分
ー
午
後

5
時
③
毎
週

月
曜
・
金
曜
日
の
半
日
▽
賃
金
11

時
給
千

300円
▽
応
募
方
法
11
電
話

ま
た
は
直
接
、
栄
町
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
（
6
8
2
.
3
8
0
0
)
へ

＊
市
民
プ
ー
ル
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

▽
職
種
11監
視
員
、
事
務
員
ほ
か

▽
対
象
1116歳
1
4
0歳
く
ら
い
ま

で
の
明
る
＜
健
康
な
方
▽
期
間
11

7
月
12日
ー

8
月
31日
午
前

8
時

30分
ー
午
後

5
時

30分
▽
面
接

II

6
月
25日

（
予
備
日

7
月

2
日）

午
後

1
時
ー

5
時
に
市
民
プ
ー
ル

事
務
室
で
※
履
歴
書
（
写
真
郡
付
）

持
参
を
▽
申
込
み
1
1
6月
22日
ま

で
に
電
話
で
日
野
市
企
業
公
社

(6
8
5
.
2
1
1
1
)

へ

＊
心
身
障
害
者
通
所
訓
練
施
設
か

ざ
ぐ
る
ま
の
家
・
臨
時
職
員
募
集

▽
内
容
11
女
性
所
員
の
介
助
・
摺

導
▽
応
募
資
格
1118歳
1
3
0歳
ま

で
の
女
性
※
詳
細
は
面
談
▽
問
合

せ
先
11か
さ
ぐ
る
ま
の
家

(6
9
3

.
2
3
0
6
)
 

＊
ロ
ゼ
室
内
合
唱
団
（
混
声
）

団
員
募
集

▽
毎
月
第1
•

第
3

土
曜
日
午
後

7
時

30分
1
9時
30分
に
指
揮
者

宅
（
南
平
一
丁
目
）
で
▽
費
用
11

月
千

500円
※
初
心
者
歓
迎
▽
問
合

せ
先
11
川
妻

(
6
9
3
.
2
5
6
1
)

＊
ひ
よ
こ
の
会
会
員
募
集

▽
毎
週
月
曜
日
に
陽
光
会
館
な
ど

筐
〗 ぼしゅう

で
▽
内
容
11
絵
や
製
作
ほ
か
▽
対

象
1
1
1歳
6
カ
月
児
1
4歳
児
▽

問
合
せ
先
11大
森

(
6
8
5
.
1
2

3
4
)
 

＊
古
賀
政
男
を
偲

（し
の
）
ぶ
会

・
会
員
募
集

▽
毎
週
日
曜
日
に
ギ
タ
ー
を
練
習

（
練
習
場
所
・
時
間
は
相
談
の
う

え
決
定
）
※
ア
マ
チ
ュ
ア
の
み
募

集
▽
問
合
せ
先
11久
松

(
6
9
3
.

4
1
6
4午
後
8
時
以
降
）

＊
多
摩
フ
ル
ー
ト
コ
ン
ソ
ー
ト

94

会
員
募
集

▽
簡
単
な
曲
を
使
い
、
フ
ル
ー
ト

の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
▽
毎
月
第2
•

第
4

土
曜
日

午
後
1
時
1
3時
に
程
久
保
周
辺

で
※
初
心
者
歓
迎
▽
問
合
せ
先

II

原

(
6
9
3
.
7
7
5
7
)

＊
気
功
ビ
ク
ス
同
好
会
会
員
募
集

▽
毎
週
火
曜
日
に
蕩
沢
福
祉
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
／
毎
週
水
曜
日
に
豊

田
地
区
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
※
時
間

は
午
後

1
時

30分
1
3時
▽
対
象

11
中

・
高
年
の
方
▽
費
用
11
入
会

金
千

500円
、
月

3
千
円
▽
問
合
せ

先
ー
内
村

(
6
9
2
.
4
8
9
1
)

＊
社
交
ダ
ン
ス
会
員
募
集

▽
毎
週
水
曜
日
午
後

7
時
1
9時

30分
に
豊
田
地
区
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
▽
対
象
11初
心
者
▽
費
用
11
入

会
金
千
円
、
月

2
千
円
▽
問
合
せ

先
11大
森

(
6
8
1
.
5
7
8
3夜

間）＊
ジ
ャ
ズ
エ
ア
ロ
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

▽
毎
週
月
曜
日
午
後

2
時
15分
ー

4
時
に
富
土
電
機
体
育
館
な
ど
で

▽
費
用
11入
会
金

500円
、
月

2
千

円
▽
問
合
せ
先
11
二
瓶

(6
8
3
.

0
8
7
4午
後
4
時
以
降
）

＊
社
交
ダ
ン
ス
「

s
&
Q」
会
員
募
集

▽
毎
週
水
曜
日
午
後

7
時
ー
9
時

15分
に
日
野
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
▽
対
象
11
中
級
者
、
特
に

男
性
▽
費
用
11入
会
金
千
円
、

3

カ
月

5
千
円
▽
問
合
せ
先
11安
斎

＊
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

「
ス
イ
ン
グ
‘

会
」
会
員
募
集

▽
毎
週
木
曜
日
午
後

7
時
1
9時

に
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
※

ど
な
た
で
も
▽
費
用
11
入
会
金
千

円
、
月

3
千
円
▽
問
合
せ
先
11斉

藤

(
6
8
1
.
5
3
4
4
)

＊
女
声
合
唱
団

「
コ
ー
ラ
ス
・
ピ

ー
カ
・
プ
ー
」
団
員
募
集

▽
毎
週
金
曜
日
午
前
中
に
旭
が
丘

周
辺
で
▽
費
用
11
月

500円
▽
問
合

せ
先
11奥
住
（
6
8
2
.
3
9
9ー

夜
間
）

＊
仲
田
小
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク

ル
会
員
募
集

▽
毎
週
土
曜
日
午
後

3
時

30分
1

5
時
に
仲
田
小
体
育
館
な
ど
で
▽

費
用
11
月

2
千

500円
※
運
動
祉
、

バ
ス
タ
オ
ル
持
参
▽
問
合
せ
先

II

佐
藤

(
6
8
3
.
8
3
4
8
)

＊
現
代
水
墨
画
会
貝
募
集

▽
月

3
回

（火
曜
日
コ
ー
ス
と
土

曜
日
コ
ー
ス
あ
り
）
午
前
10時
1

正
午
に
南
平
南
部
地
区
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
▽
費
用
11月
3
千
円
▽
問

合
せ
先
11
小
林

(6
9
2
.
6
2
6

3
)
 

＊
ス
ト
レ
ッ
チ
＆
マ
ッ
サ
ー
ジ

会
員
募
集

▽
毎
週
金
曜
日
午
前

10時
30分
1

正
午
に
勁
労
•

青
年
会
館な
ど
で

▽
対
象

11主
嬌
▽
費
用
11
月
2
千

500円
※
上
履
き
、
バ
ス
タ
オ
ル
持

参
▽
問
合
せ
先
11河
内

(
C
8
5
.

l
2
8
6
)
 

＊
日
野
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
同
好
会

会
員
募
集

▽
毎
月
第2
•

第
4

日
曜
日
午
後

1
時
1
4時
に
潤
徳
小
体
育
館
な

ど
で
▽
対
象
1160歳
以
下
の
男
女

▽
問
合
せ
先
11
菊
地

(
6
9
2
.
3

8
4
5夜
間
）

＊
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
エ
ー
ス
ク
ラ

ブ
会
員
募
集

▽
毎
週
火
曜
日
午
前

9
時
ー
正
午

に
南
平
体
育
館
な
ど
で
※
摺
導
あ

呼

(6
0
4
2
6
.
7
4
.
9
2
3
8
)
 

,

_

’
 

，
 

9

.
9

,
 

合
中
学
校
体
育
施
設
開
放

7
月
分
利
用
抽
選
会

▽
日
時
1
1
6月
20日
①
体
育
館
・・・

午
後

2
時
②
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
…

3

時
③
校
庭
…
4
時
④
ナ
イ
タ
ー

（
一
中
、
二
中
、
七
生
中
、
三
中
、

四
中
）

．．． 

6
時
▽
会
場
11
市
役
所

5
階

505会
議
室
▽
資
格
11
各
登
録

団
体
の
構
成
員
で
団
体
証
を
持
参

し
た
高
校
生
以
上
の
方
▽
問
合
せ

先
11
体
育
課

6
内
線

542

＊
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
中
学
生
練
習
会

▽
日
時
1
1
6月
26日
午
後
1
時
ー

4
時
▽
会
場
11
三
沢
中
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
▽
申
込
み
先
11体
育
課

C
内

綜

542
▽
問
合
せ
先
11島
崎

(
6
8
1

.
4
8
8
0夜
間
）

＊
プ
ー
ル
監
視
員
講
習
会

▽
日
時
・
会
場
ー

7
月

2
日
・

9

日
の
い
ず
れ
か
午
後

7
時
1
9時

・
・
・
市
役
所

5
階
函
会
議
室
／
10日

午
後

1
時
1
4時
：
市
曳
プ
ー
ル

▽
対
象
11
教
育
委
貴
会
が
委
託
す

る
開
放
プ
ー
ル
の
監
視
員
、
管
理

人
及
び
利
用
団
体
の
責
任
者
▽
内

容
11プ
ー
ル
監
視
の
実
際
、
救
急

法
の
理
論
と
実
習
▽
定
員
1150人

▽
申
込
み
11
7
月
1
日
ま
で
に
所

ゑ
[

り
、
初
心
者
歓
迎
▽
費
用
11入
会

金
千
円
、
月

2
千
円
▽
問
合
せ
先

11
平

(
6
9
2
.
6
2
3
4
)

＊
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
・
エ
ポ

ッ
ク
会
員
募
集

▽
毎
週
水
曜
日
午
後

7
時
1
8時

30分
に
五
小
体
育
館
な
ど
で
▽
対

象
1155歳
以
下
の
中
級
者
※
指
導

あ
り
▽
費
用
11
月
4
千
円
▽
問
合

せ
先
11馬
場

(6
8
4
.
6
0
8
2

夜
間
）

＊
有
料
駐
車
場
使
用
者
募
集

▽
場
所
11東
町
第
三
駐
車
場
（
日

野
l
4
9
1の
1
)
▽
募
集
台
数

1
1
1台
▽
費
用
11月
7
千
円
▽
申

込
み
11
6
月
20日
（
土
曜
・
日
曜

日
を
除
く
）
ま
で
に
電
話
で
日
野

市
企
業
公
社

(
6
8
7
.
2
4
3
7
)

ヘ
※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

＊
日
野
市
姉
妹
都
市
の
研
修
生
交

流
親
告
会

▽
日
時
1
1
6月
18
日
午
後
2
時
ー

4
時
▽
会
場
11
日
野
図
書
館
▽
内

容
1
1
3都
市
間
（
日
野
・
レ
ッ
ド

ラ
ン
ズ
・
サ
ン
ミ
ゲ
ー
ル
）
の
交

換
研
修
生
の
報
告
会
▽
問
合
せ
先

11
日
野
・
レ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
友
好
協

こあん如

＊
叫
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
テ
ー
・
ラ
ン

東
京
大
会
参
加
者
募
集

▽
日
時
11
7
月
9
日
午
前
10時
30

分
か
ら
▽
会
場

II府
中
市
20キロ
2IO

公
認
競
走
路
▽
種
目
11ラ
ン
ニ
ン

グ

(
5誌、

3
邑

▽
対
象
11
-

般
、
高
校
生
、
小
・
中
学
生
▽
申

込
み

1
1
6月
27日
ま
で
に
往
復
ハ

ガ
キ
で
。
庄
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
対
象
別
を
記
入
し
、
向
東
京
都

体
育
協
会
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
ー
・

ラ
ン
担
当
(
〒

150渋
谷
区
神
南

1

の

1
の

1
岸
記
念
体
育
会
館
内
《

.
3
4
8
1
.
2
4
2
2
)

、

3
 ゜

食
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

1
日
体
験

教
室
▽
日
時
1
1
7月
9
日
午
後
1
時

i

4
時
▽
会
場
11
浅
川
ス
ポ
ー
ツ
広

場
▽
定
員
1150人
▽
費
用
11保
険

料
lOo円
▽
申
込
み
先
11体
育
課

6

内
線

542

凡
＊
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
例
会

▽
日
時
1
1
6月
18日
午
前
10時
か

ら
▽
会
場
11
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11総
会
と
記
念
講
演
▽
問

合
せ
先
11藤
井
（
6
9
2
.
7
0
2

3
)
 

＊
日
野
・
子
ど
も
と
本
の
出
会
い

の
会
▽
日
時

1
1
6月
18日
午
後
2
時
＼

4
時

30分
▽
会
場
11
高
幡
図
書
館

▽
内
容
11
「
日
野
の
と
ん
と
ん
昔

の
会
」
の
園
部
初
枝
氏
、
山
田
憲

子
氏
の
語
り
▽
問
合
せ
先
11
伊
東

(
6
9
3
.
3
0
2
0夜
間
）

＊
都
立
八
王
子
盲
学
校
学
校
公
開

▽
日
時
1
1
6月
18日
午
前
9
時

i

午
後

0
時
30分
▽
内
容
11
授
業
公

開
、
教
育
相
談
ほ
か
※
上
履
き
持

参
▽
申
込
み
先
11
同
校

(
6
0
4

2
6
.
2
3
.
3
2
7
8)
 

＊
親
子
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
・
ポ
ニ
ー

の
会
無
料
講
習
会

▽
日
時
1
1
6月
21日
午
前

10時
ー

11時
30分
▽
会
場
11豊
田
地
区
セ

ン
タ
ー
▽
対
象

11
幼
児
と
母
親

（
母
親
だ
け
で
も
可
）

▽
持
ち
物

11
バ
ス
タ
オ
ル
▽
問
合
せ
先
11岩

澤

(C
8
3
.
4
9
9
4
)

＊
日
野
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
入
会
説
明
会

▽
日
時

1
1
6月
21日
午
前
9
時
30

分
か
ら
▽
会
場
11
市
立
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

▽
内
容

11
映
画

「風
の
色
が
み
え
た
」
、

入
会
受
付

（
写
真

2
枚
と
印
鑑
持
参
）
▽
申
込

み
・
問
合
せ
先
11
同
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー

(
C
8
1
.
8
1
7
1
)

＊
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
初
級
講
習

▽
日
時
11
6
月
22
日
1
9月
21日

の
毎
週
水
曜
日
午
後

7
時
1
9時

定
の
用
紙
で
体
育
課
へ

▽
問
合
せ
会
（
中
田
6
9
1
.
2
6
9
0
)

先
11体
育
課

6
内
線

541

！ 

9
9
9
 

~

-. 

▽
会
場
11
中
央
公
民
館
▽
費
用
11

500円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

▽
申
込
み

先
11
山
本

(6
8
3
.
6
7
8
8
)

＊
ヨ
ガ
体
操
無
料
講
習
会

▽
日
時
1
1
6月
23
日
午
前

10時
30

分

I
I
E午
▽
会
場
11
平
山
地
区
セ

ン
タ
ー
▽
持
ち
物
11大
き
い
バ
ス

タ
オ
ル
▽
問
合
せ
先
11金
野

(
6

8
3
.
0
0
9
5
)
 

＊
連
続
講
座
「
公
民
館
再
発
見

i

探
そ
う
・
公
民
館
の
キ
—
ワ
ー
ド
」

▽
日
時
・
会
場
1
1
6月
25日
午
前

10時
1
正
午
…
中
央
公
民
館
▽
内

容
11
第

1
回
…
「
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
」
▽
問
合
せ
先

11社
会
教
育
を
考
え
る
会
（
三
輪

6
8
4
.
2
1
6
8
)
 

＊
学
習
会
「
昭
和
史
再
検
約
」

▽
日
時
11
6
月
26日
午
後
1
時
30

分
ー
4
時
▽
会
場
11
中
央
公
民
館

▽
費
用
11会
貴
外

300円
▽
問
合
せ

先
11
日
野
の
歴
史
と
地
理
を
学
ぶ

会
（
松
尾

6
9
1
.
2
5
6
6
)

＊
日
野
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

▼
渓
流
釣
り
講
座
▽
日
程

1
1
6月

19日
・

26日、

7
月

9
日
・

10日

▽
場
所

11
御
岳
（
山
梨
県
）
▽
費

用
1
1
3
万
2
千
円
▼
フ
ラ
ン
ス
風

家
庭
料
理
講
習
▽
日
時

1
1
6月
20

日
午
前

10時
1
正
午
▽
内
容
11豚

ロ
ー
ス
肉
の
ソ
テ
ー
ほ
か
▽
費
用

1
1
3
千
円
▼
現
代
史
講
座
▽
日
程

・
内
容
1
1
6月
23日・・
15年
戦
争

の
歴
史
／

30日
…
見
て
き
た
15年

戦
争
の
爪
跡
▽
時
間
11
午
後

7
時

1
9時
▽
費
用
11
各
千
円
▼
高
齢

者
福
祉
講
座
「
日
本
の
福
祉
、
デ

ン
マ
ー
ク
の
福
祉
」

▽
日
時

1
1
6

月
28日
午
後

7
時
1
9
時
▽
費
用

11
800
円
▼
米
作
り
と
蛍
狩
り
と
川

魚
の
薫
製
▽
日
程
1
1
7
月
9
日
・

10日
▽
場
所
11
新
潟
県
十
日
町
市

▽
費
用
11大
人
2
万
9
千
円
、
小

学
生
以
下

2
万
7
千
円
▼
沖
縄
を

訪
ね
る
旅
▽
日
程

1
1
8月
25日
1

29日
▽
費
用
1112
万
5
千
円
▼
盆

踊
り
太
鼓
教
室
▽
日
時

1
1
6月
19

日
・

26日、

7
月

3
日
午
後

6
時

1
7時
30分
／
7
月
6
日
午
後
7

時
1
8時
30分
▽
費
用
1
1
1
回
千

! 
l I 

＊
さ
つ
き
無
料
講
習
会

▽
日
時
1
1
6月
18日
午
後
7
時
1

＊
う
き
つ
き
手
芸
教
室

▽
日
時
1
1
6月
17
日
午
前
10時
i

正
午
▽
会
場
11生
活

・
保
健
セ
ン

タ
ー
▽
内
容
11
パ
ー
ル
の
ト
イ
レ

ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
ホ
ル
ダ
ー
と
押
し

花
▽
費
用
11
千

300円
▽
問
合
せ
先

11あ
い
あ
む

(
6
8
6
.
8
3
8
3
)

＊
家
庭
教
育
講
演
会
「
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
か
ら
見
た
日
本
」

▽
日
時
1
1
6月
18
日
午
後
2
時
1

4
時
30分
▽
会
場
11
百
草
台
小
体

育
館
▽
内
容
11心
身
障
害
児
の
理

解
を
涌
し
て
、
家
庭
教
育
の
あ
り

方
を
考
え
る
▽
問
合
せ
先
11都
立

七
生
養
護
学
校

(C
8
6
.
6
6
1

7
)
 

遜
もよおし

Goo円
▼
民
舞
教
室
▽
日
時
1
1
7月

14
日
・

21日
・

25日
午
後

7
時
i

9
時
▽
費
用
11大
人

7
千
円
、
小

・
中
学
生

6
千

Soo円
▼
少
年
遺
唐

使
の
旅
▽
日
程
1
1
8月
18日
ー

25

日
▽
場
所
11上
海
、
揚
州
、
南
京

▽
費
用
1124
万
5
千
円
か
ら
▼
夏

の
自
然
学
園
▽
内
容
・
日
程

11①

南
九
州
…

7
月
21日
ー
27日
②
一

ノ
瀬
高
原
・
・
・

7
月
24
日
ー
27日
③

北
海
道
：

7
月
25
日
i
8月
2
日

④
佐
渡
…
7
月
26日
ー

30日
⑤
八

ヶ
岳
：
•
8

月
4

日
ー

6

日

⑥
丹
波

…
8
月
17日
1
1
9日
▼
鉄
棒
・
跳

び
箱
教
室
▽
日
程

l
I
A
コ
ー
ス
…

7
月
21日
1
2
5日
／

B
コ
ー
ス
…

8
月
17日
i
2
1日
▼
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
教
室
▽
日
程

11
7
月
27日
ー
31

日
▼
ア
ク
テ
ィ
ブ
キ
ッ
ズ
▽
日
程

1
1
7月
21日
ー

25日
▼
幼
児
体
育

教
室
▽
日
時

II
CD毎
週
水
曜
日
午

前
11時
10分
1
正
午
②
毎
週
金
曜

日
午
後

1
時
30分
ー
午
後
2
時
20

分
③
毎
週
金
曜
日
午
後

2
時

30分

i
3

時
2
0分
▽
対
象1
1
①
•

②
は

3
歳
児
、
③
は

4
、

5
歳
児

以
上
明
記
の
な
い
も
の
は
▽
会

場
11
同
セ
ン
タ
ー
▽
問
合
せ
先

II

同
セ
ン
タ
ー

(
6
8
2
.
3
1
3
6
)

l I 

9
時
▽
会
場
11
中
央
公
民
館
▽
内

容
11さ
つ
き
の
手
入
れ
※
教
材
は

持
参
を
▽
問
合
せ
先
11
山
口

(6

8
1
.
6
1
7
4
)
 

＊
東
京
都
七
生
福
祉
園
ま
つ
り

▽
日
時
11
6
月
19日
午
前
10時
ー

午
後

3
時
30分
▽
会
場
11
同
福
祉

園
▽
内
容

11
作
品
の
展
示
・
即

売、
．
日
常
活
動
の
発
表
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
▽
問
合
せ
先
11
同
福
祉
園

（
菊
地
6
9
1
.
0
0
4
9
)

＊
自
然
教
育
研
究
会
ア
ク
リ
エ
イ

シ
ョ
ン
の
イ
ベ
ン
ト

▼
悟
空
の
旅
▽
日
程

1
1
7
月
30日

ー
31日
▽
場
所
11東
丹
沢

・
礼
掛

森
の
家
▽
内
容
11自
然
を
感
じ
る

た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
森
林

＊
地
域
を
考
え
る
つ
ど
い
講
演
会

育
成
活
動
▽
対
象
11親
子
先
着
20

▽
日
時
1
1
6月
19日
午
後
1
時
1

人
▽
費
用
11大
人
6
千
円
、
子
供

4
時
▽
会
場
11
中
央
福
祉
セ
ン
タ

4
千
円
▼
田
夏
の
キ
ャ
ン
プ
▽
日

ー
▽
内
容
11
地
域
の
施
設
に
庄
曳
程
1
1
8月
18日
1
2
2
日
▽
場
所
11

が
か
か
わ
る
意
義
▽
問
合
せ
先
11
斑
尾
高
原
（
長
野
県
）

▽`
対
象

II

日
野
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン

ん
ぃ
ー
ー
高

3
▽
定
員
11
先
着
20人

タ
ー
（
6
8
2
.
2
3
1
8
)

▽
費
用
11
3
万
5
千
円
▽
申
込
み

先
11
電
話
で
自
然
教
育
研
究
会
ア

＊
日
野
市
囲
碁
連
盟
主
催
の
囲
碁
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン

（本
所
6
8
7
.

大
会

3
2
3
8
)

へ

閏
〗2

1
冒
〗
旦

ガ
キ
で
。
住
所
、
氏
名
、
段
級
位
、

所
属
ま
た
は
勤
務
先
を
記
入
の
う

え
林
則
文
(
〒

191日
野
市
平
山

3

の
29
の
1
7
6
9
2
.
4
1
2
6
)

へ

＊
「
多
摩
友
の
会
」
友
愛
セ
ー
ル

▽
日
時
1
1
6月
29日
午
前

10時
＼

11時
▽
会
場
11
八
王
子
信
用
金
庫

子
安
支
店
▽
内
容
11中
古
衣
料
、

手
作
り
菓
子
、
雑
貨
ほ
か
▽
問
合

せ
先
11松
島

(6
8
3
.
5
8
2
6
)

＊
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

▽
日
時
1
1
6月
30日
午
後
7
時
1

9
時
▽
会
場
11
日
野
社
会
教
育
セ

ン
タ
ー
▽
費
用
11
900
円
▽
問
合
せ

先
11
日
野
市
役
所
ダ
ン
ス
サ
ー
ク

ル

（
平
野
C
8
1
.
0
8
9
1
)

＊
講
演
会
「
痴
ほ
う
性
高
齢
者
を

地
域
で
み
て
い
く
た
め
に
は
」

▽
日
時
1
1
7月
2
日
午
後
1
時

30

分
1
4時
30分
▽
会
場
11
至
誠
ホ

ー
ム
▽
定
員
11
先
着

lOO人
▽
申
込

み
先
11
至
誠
ホ
ー
ム

(6
2
3
.
o

7
3
l
)
 ［ 

）夏．ー：．． 
、ー．＇翠濾芯攻玲

刀ヽ#』~』...冨~』 r.`-工力』分を前納
すると前納報奨金が交付されます。詳しいことは納

税通知書をご覧ください。

（納税課）

＊
至
誠
第
二
保
育
園
バ
ザ
ー

▽
日
時
1
1
7
月
9
日
午
前

11時
i

午
後

1
時
▽
会
場
11東
町
グ
ラ
ウ

ン
ド
▽
内
容
11模
擬
店
、
ゲ
ー
ム

ほ
か
▽
問
合
せ
先

11
同
保
育
園

（
杉
浦
6
8
1
.
0
4
4
6
)

斉
陶
芸
釜
操
作
講
習
会

▽
日
時
1
1
6
月
26
日
午
前
10時
i

午
後

3
時
▽
内
容
11陶
芸
釜
（
ガ

ス
釜
）
の
基
本
操
作
▽
定
貴
11先

着

30人
▽
会
場
・
問
合
せ
先
11
同

館

(
C
8
1
.
7
5
8
0
) 公民館

冨89ー函


